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平成１６年厚岸町議会第１回定例会

平 成 １ ６ 年 度 各 会 計 予 算 審 査 特 別 委 員 会 会 議 録

招 集 期 日 平成１６年３月１０日

招 集 場 所 厚 岸 町 議 場

開 会 平成１６年３月２３日 午前１０時００分

開 閉 日 時

閉 会 平成１６年３月２３日 午後 ５時２９分

⒈ 出 席 委 員 並 び に 欠 席 委 員

議 席 出席○ 議 席 出席○

氏 名 氏 名

番 号 欠席× 番 号 欠席×

１ 室 﨑 正 之 ○ 11 岩 谷 仁 悦 郎 ○

２ 安 達 由 圃 ○ 12 谷 口 弘 ○

３ 南 谷 健 ○ 13 菊 池 賛 ○

４ 小 澤 準 ○ 14 田 宮 勤 司 ○

５ 中 川 孝 之 ○ 15 佐 齋 周 二 ○

６ 佐 藤 淳 一 ○ 16 竹 田 敏 夫 ○

７ 中 屋 敦 ○ 17 鹿 野 昇 ×

８ 音 喜 多 政 東 ○

９ 松 岡 安 次 ○

10 池 田 實 ○

以 上 の 結 果 出 席 委 員 １６名 欠 席 委 員 １名

⒈ 議 場 に 出 席 し た 事 務 局 職 員

事 務 局 長 議 事 係 長

小 倉 利 一 髙 橋 政 一
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⒈ 厚岸町議会委員会条例第１９条により説明のため出席した者の氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 若 狹 靖 特別養護老人

藤 田 稔

助 役 大 沼 隆 ホーム施設長

収 入 役 黒 田 庄 司 デイサービス

玉 田 勝 幸

総 務 課 長 田 辺 正 保 センター施設長

行 財 政 課 長 斉 藤 健 一 監 査 委 員 今 村 實

ま ち づ く り 監査事務局長 阿 野 幸 男

福 田 美 樹 夫

推 進 課 長 教 育 長 富 澤 泰

税 務 課 長 大 野 榮 司 教委管理課長 柿 崎 修 一

町 民 課 長 久 保 一 將 教 委 生 涯

松 浦 正 之

保健福祉課長 大 平 裕 一 学 習 課 長

環境政策課長 松 澤 武 夫 教 委 体 育

大 野 繁 嗣

農 政 課 長 西 野 清 振 興 課 長

水 産 課 長 大 崎 広 也 教委指導室長 大 場 和 典

商工観光課長 高 根 行 晴 農委事務局長 藤 田 稔

建 設 課 長 北 村 誠 教 委 管 理

米 内 山 法 敏

水 道 課 長 山 﨑 国 雄 課 長 補 佐

病 院 事 務 長 古 川 福 一
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厚 岸 町 議 会 第 １ 回 定 例 会 議 事 日 程

（１６．３．２３）
日 程 議 案 番 号 件 名

（平成16年度各会計予算審査特別委員会）
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委 員 長 ただいまより平成16年度各会計予算審査特別委員会を開会いたします。

開会時刻１０時００分

委 員 長 昨日に引き続き、平成16年度厚岸町一般会計予算を議題といたします。

241ページをお開きください。 241ページ、７款土木費より進めてまいります。

７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費。

14番、田宮委員。

１４ 番 北海道災害復旧促進協会、去年は 5,000円でしたけれども、23万 4,000円という

ことになっていますが、これは。

委 員 長 建設課長。

建設課長 お答え申し上げます。

北海道災害復旧促進協会の負担金そのものは、従来、災害の協会の基本額だけの

負担金だったんですけれども、昨年９月26日に平成15年の十勝釧路沖地震で被災を

したと。被災額そのものが今度は事業割という形で計算されます。したがいまして、

町の被災額２億 4,000万、さらに北海道の厚岸にかかわる分の 400万足した、その

パーセンテージの中で事業額分の負担額が決まってくるという形でございます。

ただ、今現在もう既に23万 4,000円措置、補正を上げているんですけれども、昨

年12月下旬に災害採択になりました。したがって、申請額で当然予算措置している

んですけれども、今度、決定額に伴って今年度中に減額補正されると、決定に基づ

いて減ってくるという形でございますので、ご理解いただきたいと思います。

委 員 長 14番。

１４ 番 こういう上部団体がたくさんありますよね。結局、その分野その分野でのその年

の事業量によって、悪く言えばピンはねされると。そして、天下り官僚を育てると

いうような仕組みになっているんでないかと思うんですが、全体的にそうでしょう。

委 員 長 建設課長。

建設課長 当然、この事業費割によって事業のスムーズな遂行とか図るための団体でござい

ますので、そういう形で私どもは理解してございます。

委 員 長 14番。

１４ 番 こういう団体にその年の事業によって結局負担金を納めると。それがないと、何

か事業をやっていく上に、あるいは事業をこれからふやしていく上で支障があるん
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ですか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 災害にかかわる指針であるとか、いろんなものの本等も発行されてございます、

その団体では。当然それらが私どもの事務事業というか、技術的な仕事の中に生か

されるという形で理解してございます。

委 員 長 14番。

１４ 番 行財政課長、入ってきたから。あなた、財政のあれだから。

今、災害復旧促進協議会のことについてお尋ねをしておりますが、こういう団体

がそれぞれの分野でありますよね。それで、今も論議していたんだけれども、事業

量によって負担金を納めなきゃならないということになっているんですが、あなた

方は、上部団体について、予算の方針の中でどういうふうにこれから考えていくか

というのを示しておられますが、こういうことについてはどういうふうにお考えに

なっておられるんですか。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 負担金の考え方で、今年度から事務事業評価の中で取り扱いを進めてまいりまし
課 長

た。会員会費的なもの、いわゆる事業費の経費配分による負担の方法等々、その負

担金の性格上といいますか、種々いろんなものがありました。いずれにいたしまし

ても、この負担金補助及び交付金の関係については、私どもといたしましては、初

年度、平成16年度、廃止47項目を含めて取り組んでまいりましたけれども、今回の

部分についての事業に伴う負担金の精査については、まだ最終的にすべてを終わっ

ているわけではございません。そういう意味で、これらについて３年ぐらいをめど

に中身の評価をしながら、負担金のあり方について、今検証しようとしているスタ

ートの段階に立たせていただいたということでありますので、ご理解を願いたい。

いずれにいたしましても、事業関係の負担金につきましては、各現課においては

その負担割合を含めて事業の効果も含めて、総会、決算等も行われておりまして出

てきておりますけれども、それが果たしてどういうものかということを含めて、今

検証の最中でありまして、いわゆる今の事業関係については再度、平成16年度の中

で評価をやはり検証してみなければならないというふうに思っていた矢先でありま

す。

委 員 長 14番。
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１４ 番 そうだろうと思うんです。いろいろありますよね、それぞれの分野でありますが、

その組織がどういう定款や規約によって運営されているのか、役員構成はどうなっ

ているのか、天下り官僚によって支配されているのかどうか。それから、事業量に

よってピンはねのように、建設課長に話したんですけれども、こうやって負担金を

納めなければならない。財政が非常に厳しくなってきているわけですから、そこの

ところまで、やはり追及して明確に把握していかないと私はだめだというふうに思

うんです。そんな余分な金はないわけですから、町には。その点で、再度ご答弁を

いただきたい。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 この取り組みについては、昨年の９月から特に負担金、補助金について、この内
課 長

容についての評価を始めました。いずれにいたしましても、今委員おっしゃいます

部分を含めてきちんとした 我々としては一応評価表を持ってございますけれど

も、それは我々の考えている評価表でございまして、その団体にすぐにそのものを

やっていただくということにはなっていないのも実態であります。その辺を含めて、

脱会含めて減額等々、この厳しい状況でございますから、今年度もさきの質問等の

中での効果も出ておりますし、さらにこれについては、我々は16年度、17年度に分

けてきちんとした評価をしてまいりたいと思っております。

委 員 長 よろしいですか。

１４ 番 はい。

委 員 長 他にございますか。

（な し）

委 員 長 なければ先に進みます。

２目土木車両管理費。

ありませんか。

（な し）

委 員 長 ３目土木用地費。

（な し）

委 員 長 進みます。

（な し）

委 員 長 ４目地籍調査費。
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（な し）

委 員 長 進みます。

２項道路橋梁費、１目道路橋梁維持費。

ありませんか。

（な し）

委 員 長 ２目道路新設改良費。

９番、松岡委員。

９ 番 ２点ほどお聞きします。

３カ年実施計画によりますと、白浜町山の手通り改良舗装事業は、前年次、15年

から17年までにやるということでございましたが、今回の建設改良費を見ると……

委 員 長 携帯の電源はお切りください。

９ 番 今切りました。すみません。

15年から18年までになっていますね。これが１年延びたということと、それから、

別寒辺牛等の舗装事業も昨年の計画では15年から17年だったが、これも18年まで延

びたと。この１年延期になった理由をお聞かせください。

委 員 長 建設課長。

建設課長 お答え申し上げます。

道路整備新設改良に当たっての山の手通り、さらには別寒辺牛道路、どちらもそ

うなんですけれども、当然やはり距離と改良等の費用が大きくかかるという形の中

で、事業実施配分、その中で、この２つとも一応防衛庁の交付金事業という形の中

で、事業配分の中で若干事業延長になったという形で、特に予算の張りつけ関係で

年度が１年遅くなったという形でございますので、ご理解いただきたいと思います。

委 員 長 ９番。

９ 番 ということは、防衛庁の交付金の対象が１年延びちゃったということなんですね。

しかし、これは15年からですから、計画書を上げてるでしょう、防衛庁にも。それ

が計画どおりにいかないということ、ちょっと防衛庁も無責任だと思うんですよね。

その計画を了承して、そして昨年度予算に上げたんでしょう。

それがまた、まあ予算がないと言えば、国もそうだから仕方がないと言えば仕方

がないかもしらぬけれども、これでは地方の計画がどんどん変わっていくんですよ、

国の出方によって。そのあたり、やはり厳重に抗議すべきだと思うんですね。17年
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までにできるという計画を出して防衛庁の方に予算を要求したわけですから。それ

が了承されて、前年度は３カ年実施計画に盛ったわけでしょう。

町の一般財源が足りなくてやらないというんだったら、これは今の財政の厳しい

ときですから理解もできますけれども、だけれども防衛庁の、一回ちゃんと計画を

了承しておきながら、あえて予算がないということで延ばすということはいかがな

ものかと私は思うんですけれども、その点についてのご説明をお願いしたいと思い

ます。

委 員 長 まちづくり推進課長。

お答え申し上げます。ま ち づ く り
推進課長

この事情につきましては、防衛庁の事情ではなくて、町の財政事情によるもので

あります。

といいますのは、投資的経費の中で防衛庁の交付金は大変高い割合を占めており

ます。したがいまして、必要な投資的な事業につきましては防衛庁の交付金に頼ら

ざるを得ないということがありまして、トータルの計画の中で、他の事業を前倒し

しなければならない、あるいは新たな事業が入ってくるといったようなことを踏ま

えて、総合的に厚岸町の方で調整をして、その都度防衛庁の方へ計画を出すという

ことでございますので、ご理解をお願いしたいと思います。

委 員 長 ９番。

９ 番 そうすると、町の都合によって防衛庁の方に計画変更したと。建設課長はそう答

えていないですよ。答弁の不一致ですよ、それ。

委 員 長 建設課長。

建設課長 基本的には、この道路をこういう形で整備していきたいという年次張りつけは、

きちっと決めた形で防衛と協議するわけじゃなく、全体路線ではそういう形で計画

している。したがいまして、あとは、それに対する交付金事業の年度張りつけ等が

ございまして調整して、この部分についてはこういうふうになったという形で、た

またま私どもの方としては、当初考えた３カ年でやろうとする部分が年次張りつけ

の中でおくれたという形での説明でございますので、ご理解いただきたいと思いま

す。

委 員 長 ９番。

９ 番 そうすると、町の計画の甘さというのか、去年はそういうことでやったんだけれ
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ども、ことし財政事情が厳しいからこういうふうになったと、そういうふうに理解

していいんですね。

委 員 長 まちづくり推進課長。

もう既にご存じのように、地方交付税等が予想を超えて減額をされるということま ち づ く り
推進課長

で、投資的経費に回せる一般財源というのが非常に少なくなっております。したが

いまして、投資的経費の財源として防衛庁交付金に頼る割合が高くなるということ

になってまいりまして、そういった意味で、例えば15年度中に計画していたとおり

その交付金を使ってしまいますと、ほかのものができないといったようなこともあ

りまして、トータルの調整の中でやっているものであります。

防衛庁の交付金というのは単年度主義でありまして、基本的には。計画としては

全体を提出いたしますが、事業が、例えば道路であれば15年度から20年度というふ

うにそういう計画を出しますと、その間で続けて実施することによって事業費を抑

えて実施年度を延長することについては、防衛庁については何も問題はないという

ことになっておりますので、町としてはそういう対応をしているところでございま

す。

委 員 長 ９番。

９ 番 この平成15年度の３カ年実施計画も町民はみんな見ているんですよ。別寒辺牛の

人間、あるいは白浜町に住んでいる人間は、この去年の実施計画を見て非常に期待

しているわけですよ。それが町の都合でもってこういうふうになった。これは完全

に計画の甘さだと私は言わざるを得ないですね。もう少しそこらあたりきちっと、

予算にしても、この３カ年計画をつくるにしても、きちっとしたあれでもってやっ

てください。

あなた方、予算の都合上延ばさざるを得ないんだと、そういうことかもしらんけ

れども、住民の期待感というものはそんなものじゃないはずですよ。その責任をき

ちっとあなた方は見つめなきゃならぬと思いますね。それが大事なことじゃないで

すか。この16年度の３カ年実施計画を地区の住民の人たちが見たら 「何だ、町の、

やっていること 、こうなりますよ。その説明責任があなた方にはあるはずです。」

これは地区の懇談会に行っても何しても、そのことをきちっと説明しなければ住民

は納得しないと思いますよ。こんな立派な計画書に載せたものを、簡単にそういう

ことでもって変えてしまう。これは、はっきり言ったらあなた方の計画の甘さです
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よ。そう言わざるを得ない。これについてどうお考えですか。

委 員 長 まちづくり推進課長。

お答え申し上げます。ま ち づ く り
推進課長

先ほども申し上げましたように、投資的経費に回せる一般財源が非常に少なくな

っております。防衛庁の交付金に頼る割合が高くなるということになっております。

それで、去年からそうなんでありますが、平成16年度に出しました第５次の実施計

画におきましても、年次別一般財源推定表の中で、一番下の方に、例えば17年度の

財源捻出必要額というような項がありまして、そこで３億 7,784万 5,000円という

数字をお示ししている。これは何を意味するかと言いますと、今のところ、この財

源を捻出するめどが立っていないということをあらわしているものであります。15

年度の財源内訳の推定表についてもこういう数字をお示ししているところでありま

して、それだけ投資的経費に回せる一般財源が狭められてる。したがって、例えば

16年度現在では、17年度の投資的経費に回せる一般財源はまだ見通しが立たないと

いうことを示しているわけであります。我々としては、実施計画どおり粛々と進め

たいというのはやまやまでありますけれども、そういう事情がありますので、スム

ーズには進められないということもご理解をいただきたいと思います。

委 員 長 ９番。

９ 番 先ほども言ったように、町民に対する説明責任をはっきりとってください。町民

にきちっとやはり理解を求めてください。それが一番大事だと思うんですよ。

委 員 長 町長。

町 長 お答えをさせていただきます。

実施計画とその実行性の関係でありますが、ただいま担当それぞれの課長からご

答弁がございましたとおり、将来を見通しての第４期厚岸町総合計画に基づいての

それぞれの年次３カ年計画になっております。

確かにご指摘のように、計画に基づいてまちづくりは推進をしていかなければな

らないことは当然であります。さらにはまた、町長自体の公約、そしてまた政策の

実行というのは、町民に向けては極めて重いものであります。

しかしながら、今日の厚岸町の財政、先ほど来からも議論がありましたけれども、

予想だにしない極めて厳しい減額の状況にあるわけであります。そういう中で優先

順位を決めていくわけでありますが、確かに計画にのったから、それは直ちに実行
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すべきであるという町民に向けての期待感はあるかと思います。我々も、それに向

けて政策の推進をしていかなければならないことは当然であります。しかしながら、

今日の財政がこのような状況であるという中で、やむを得ず後年度に回すとか、い

ろいろな工夫をしながらその計画を実行しなければならないということはやむを得

ない今日であります。

そういう意味で、この３カ年実施計画においてもローリングということをうたっ

ております。といいますのは、すべてを 100％実行できるかできないか、毎年毎年

ローリングしながらやるということも考えておるわけでございまして、どうかその

点ご理解をいただき、やはり公約、そしてまた政策の実行というのは極めて重いと

いう認識を持ちながら行政を推進していることをご理解賜りたいと存じます。

９ 番 いいです。

委 員 長 いいですか。

14番、田宮委員。

１４ 番 全体的な問題についてお尋ねをしたいんですが、土木費は昨年と比べますと大

体半分ですね。16億あったものが８億。普通建設事業についても、昨年度は19億

5,000 万ありましたけれども、今年度は15億、４億 5,000万減額なんですね。

私が一つ言いたいことは、問題は、建設業界の問題なんです。むだな公共事業を

省くということは当然のことでありますが、しかし一方では、財政全体を見ながら

整合性を持たせて計画的に公共事業を進めると、こういうことも必要なことなんで

すね。ところが、先行きの見通しは必ずしも楽観できない。さらに財政的には厳し

くなっていく。こうなってきますと、公共事業がさらに減るんではないかというふ

うに心配されるわけです。

その中で、建設業界が生きていけるのかどうなのか。そこに雇用される者が路頭

に迷う結果になっていくのではないか。ここのところは非常に大きな問題ではない

か。地域経済に及ぼす影響、雇用の面からいってもですね。その辺の見通しはどの

ようにお考えですか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 お答え申し上げます。

確かに、特に最近大きく公共事業費が減額になってきているというのは、もう質

問者の言われるとおりでございます。したがいまして、発注する工事もそういう形
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では減ってくる。当然、それに伴う建設業者の受注額が減ることによって、そこに

働く会社の経営そのものに対しても影響してくるという形は、そういう認識はして

ございます。

しかしながら、実際には町のこういう財政がきつい中では、有利な補助事業を引

っ張ってやるとかいろんな形の中で模索しておりますけれども、先ほどの質問者と

もあれなんですけれども、やはり町の今の財源という状況の中では、今の段階とい

うのは我慢の時期、いかに少ない事業の中で効果を上げるかという手法を選択せざ

るを得ないという形で理解してございます。

ただ、今の時期、どうしても間口を広げた仕事は無理ですけれども、業者さんた

ちも、やはり厳しい中での厳しい営業で今は切り抜けていただいて次につなげてい

っていただきたいというような形。それと、厚岸だけではなく、やはり他地区から

の仕事の受注とかそういう営業努力も当然必要なことと、そういうふうに認識して

ございます。

いずれにしても、あと何年続くかわかりませんけれども、この厳しい時代、業界

とも一応協議をしながら、できるだけ発注の機会を得るような努力もしていきたい

と、そういうふうに考えてございます。

委 員 長 14番。

１４ 番 建設業界も現状のままでは大変だということで、ある程度いろんなことを考えて

いるようでありますが、その現況については把握しておられますか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 特に土木の関係なんですけれども、最近、従来土木だけだったものが、実際には

釧路太田農協が事業の分別化という形の中では、採草した草を運ぶとかそういう中

に土建業者さんが参入していっているという形では聞いております。

委 員 長 14番。

１４ 番 全国的にそういう傾向があるようであります。結局、建設業が企業として他の分

野に入っていく。厚岸のような小さな町ではそう大きなあれはないと思いますし、

第１次産業そのものが大変な状況もありますから、雇用の問題にしても、第１次産

業で雇用を拡大するというふうなわけにもいかない面もありますね。そういうこと

で、今後としては他の分野に参入して業種の転換を図るとか、あるいは建設業に雇

用されている者が他の分野に移動していくというふうなことが一つには考えられる
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のではないかというふうに思うんですね。

北海道は、ソフトランディング対策事業 国も建設業の問題について対策を立

てているようでありますし、北海道はそういう対策を整えております。町としても、

やはりそういう点で建設業界の動向を把握しながら、例えば他の産業にある程度入

っていけるのかどうか、あるいは雇用の計画について、町もやはりきちんとした計

画が必要なのではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 こういう厳しい時期、当然、業界もそういう形の中で自分たちの最後の、最後と

いいますか、方向性というものをもちろん模索していかなきゃならないという時代

に入っておりますし、当然していることでございます。

私ども、行政と業界の方でそういう面での協議とかということは今まではしてご

ざいません。ただ、いろいろこれからの公共事業の発注も含めて、今後、受注者と

発注者で協議するという形で、今後の工事のあり方についても一応そういう機会も

ございますので、そのときにあわせてその辺の方向性ということも含めて業界の意

向等も把握していきたいなと、そういうふうに考えておりますので、ご理解いただ

きたい思います。

委 員 長 14番。

１４ 番 厚岸町の町内では、民間の建設事業というのはそう大きくないわけですね。どう

しても町の行政が行ういわゆる公共事業に大きく依存せざるを得ないような状況な

わけですから、そこがだんだん減っていくと、来年以降はさらに厳しくなるだろう

と。こうなってきますと、町がやはりきちんと計画的に雇用の問題についても建設

業の成り行きについてもやっていく必要が、私はだんだん重さを増していくのでは

ないかというふうに思うんですね。そういう点で町長にもお伺いしたいと。そうい

う点でよろしくお願いしたいということであります。

委 員 長 町長。

町 長 お答えをさせていただきます。

厚岸町における建設業界の果たす役割、一つには厚岸町の経済の活性化、もう一

つは、最も大きいのは雇用の創出だと思っております。しかしながら、今日の国、

地方の財政厳しい折で、それぞれでまた公共事業に対する国民の目も厳しい中で、

一方では財政がない、国民の目が厳しいという中で、国においても、また北海道に
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おきましても、公共事業の減少、減額というのが現実であります。特に、厚岸町に

おきましては、補助事業で公共事業を創出をしている経緯もあるわけであります。

そういうことを考えますと、国・道が公共事業に対する減額をするというのは、当

然厚岸町にも影響が出てきます。しからば、厚岸町単独の事業の創出ができるかと

いうと、これまた今日の財政事情では大変難しい。

ただ、厚岸町が恵まれておりますというのは、防衛庁関係の予算によってそうい

う公共事業の創出ができるという優位な点もあるわけでありまして、どうにかその

利点を考慮しながら厚岸町の建設業の振興が図れていると、私はそのように認識を

いたしておるわけであります。

しかしながら、これからの時代を考えますと、公共事業はますます減少の方向に

あるということは否めない事実であります。その影響が建設業界に出てくるわけで

ありまして、そういう点を考えますならば、公共事業の見直しという今日の中で、

より以上の公共事業費を組めるのかと言いますならば、その実態は明確であります。

できません。

そういう中で、我々が望むのは、みずからの企業という中で、やはり内部改革を

しなければならない。この場所において何回も私からお話ししておりますが、地元

だから地元の企業に仕事をよこすのは当然だと、そういう甘い企業の立場でなくて、

やはり今日の厳しい公共事業が減少する中で、みずからの企業がどうあるべきか、

そういう改革をしながら、公共事業の厳しい中の企業のあり方というものも創出を

していかなければならないだろう、私はそのように考えております。

しかしながら、発注にいたしましても、地元企業優先という思想は私は当然持っ

ておるわけでありますので、ともかく厳しいことは今日の現況であります。また、

これからもますます厳しく相なります。

厚岸町においてもご承知のとおり、投資的経費といいますのは、平成14年には既

に約７億の減であります。さらにはまた、平成15年は２億円の減であります。大変

な事態を迎えている現状であります。しかしながら、地域経済を大きく支えており

ます建設業でございます。業界ともよく相談しながら、これからのまちづくり、そ

してまた厚岸の経済の発展のためにそれぞれ勉強しながら考えていきたい。ただい

ま田宮委員が申しておることはもっともであります。心得てこれからの行政を推進

してまいりたい、かように思いますのでご理解いただきたいと存じます。
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委 員 長 13番、菊池委員。

１３ 番 湾月町の改良舗装も久しぶりなんですけれども、湾月３号線、それから湾月４号

線、これも防交金が90％で行われますけれども、場所をちょっと教えてください。

委 員 長 建設課長。

建設課長 資料もお渡ししてございますが、道路事業箇所別図面の後から２枚目の図面、位

置図関係が載ってございます。場所的には、湾月町３号線については、15年度予算

で一度やろうとした形でございますが、発注前になって例の釧路沖地震によって被

災し、15年度見送って今年度実施しようとする形の中では、筑紫恋通りを通り抜け

る、ちょうど下水のポンプ室があるところの通りの方から水産高校のグラウンドに

向かっていくところ、境漁網さんのところの手前側の方に行く道路、これが３号線

で、その隣、筑紫恋道路からグラウンドの方に向かうところ、笠島清さんのところ

に入っていく道路、それが湾月町４号線でございます。その箇所の路盤改良及び舗

装をしようとするものでございます。

委 員 長 13番。

１３ 番 わかりました。３号線の方は、地震の関係でちょっとおくれたところですね。そ

ですね。

それで、要望があるんですけれども、中通りなんですけれども、旧三協のところ

から中野さんに抜ける道路がありますね。あそこの舗装が、もうしばらくやってい

ないもんだからでこでこなんだって。もちろん通ってみたんだけれどすごいんだ、

あそこもね。その辺、いつごろになるかちょっと聞いてみたいと思います。

委 員 長 建設課長。

建設課長 ちょうどさくら幼稚園の裏側の通りですね。そこの関係については、一応、地域

の方々からもお話は聞いてございます。あそこについては一応舗装が終えておりま

して、ただ排水もあるんですが、現状の中では、今質問者言われるとおり、舗装面

がひどくなって水をのめない状況になってきているという現実を私どもも把握して

いまして、今年度もうあと残り少ないんですけれども、そこについては、ある程度

断面で維持修繕をかけようと。基本的に、この新設改良を含めて整備していくと考

えているのは、まずは未施行箇所を先に整備していこうという考え方の中で今進め

ております。

ただ、将来的には、現状のままで水をのめない状況、やはり舗装面にいつも水が
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残ると最終的には傷みが早いという形になりますので、将来的にはそれらについて

も新たに改良、また今の舗装道路ですけれども、排水を含めて改良が必要だという

認識はしてございますけれども、当面は維持補修の中で何とか対応していきたい、

こういうふうに考えております。

委 員 長 13番。

１３ 番 今の場所につきましては非常に要望が強いので、強く要望しておきますので、改

善を早目にお願いします。

委 員 長 建設課長。

建設課長 私ども現地把握してございます。そのように努めていきたいと思います。

１３ 番 はい。

委 員 長 よろしいですか。

他にありませんか。

４番、小澤委員。

４ 番 ここでちょっとお聞きしておきたいんですけれども、実は、私どもの太田地域に

おいて、以前に早くには改良したんですけれども、その後、相当年数も経過いたし

まして大分破損してきている箇所があるわけですね。そうした中で、いわゆる太田

八の通り、距離にしたら相当長い距離があるんですけれども、この道路の改良につ

いて、以前にいわゆる３カ年の実施計画の中に載っておりましたけれども、これが

今現在落ちているわけですよね。

この道路の改良というのは、私どもの地域においても、自治会の会合のあるたび

に話題になるんですけれども、あの地域の改良というのはやはり非常に大事でない

だろうかな、こう思うんですね。やはり産業の振興を考えますときに、今酪農も非

常に大型になりまして、大きな重機を使った、大きな機械を使った作業になってき

ている。そういうことから、あの地域の改良というものは非常に重要視されている

わけです。今後の計画の中に入れてもらえないのかどうなのか、今後の見通しにつ

いてお聞かせいただきたい。

委 員 長 建設課長。

建設課長 質問者の言われる太田八番の道路関係でございますけれども、従来３カ年計画の

中では、一応凍雪害防止事業という形で国費補助をもらって整備を進めていこうと

いう考え方のもとに３カ年で一応載せてございました。今次３カ年計画からは落ち



- 328 -

てございます。

これらについては、今非常に国費補助も含めて、対費用効果という形の中で採択

が難しくなってきている現況にございます。当然、今質問者言われるとおり、道路

にとって、あの太田地区の中においては未整備箇所でございます。どちらかと言い

ますと、そういう意味では。そういう中では、他の事業の取り入れも含めて非常に

厳しい状況なんですけれども、やはり今後あの道路の整備の手法も含めて、凍雪害

の事業ばかりじゃなく、防衛のお金を入れることが可能なのかどうなのか。

今後なんですけれども、一応今、民生安定の８条の補助事業で太田門静間道路も

含めて、改修も含めてそれらができないかという形で、防衛と今、事前のいろいろ

すり合わせをしてございます。それには一応採択基準等もございまして難しい問題

もございますけれども、やはり実施可能な方法論を防衛とも打ち合わせしながら、

今そこを模索しているいう形で、一般車両等の交通をなるべくないようにという形

で八番道路を使うという理屈も成り立つんじゃないかとか、いろいろ模索してござ

います。

いずれにしても非常に厳しい状況ではございますけれども、今後において当該地

区の道路の整備についても、有利な事業の中で何とか整備を考えていきたいと考え

てございますので、ご理解いただきたいと思います。

委 員 長 ４番。

４ 番 今後考えていくという課長の答弁でありますけれども、これはやはり太田の中で、

今、八の通りを言いましたけれども、太田の３号道路、五の通りから八の通りまで

のあの間、あそこは以前に改良してまだそう年数はたっていないんですが、あれが

舗装されていないんですよね。あれが壊れないうちに舗装というものも考えていた

だきたい。

いろいろさっき課長おっしゃっておりました、何と言いましたか、凍雪害何とか

言いましたね、その事業。これを計画したんだけれども、それが落ちたと。これが

やはり私どもの太田地域においては、俗に言う北部落というんですけれども、あの

地域というのは、いわゆる演習場の弾着地から見ますと非常に近い地域なんですよ。

私もちょいちょいあの北の部落にお邪魔することがあるんですけれども、ちょうど

自衛隊がドーンと大砲を撃って練習をやっているときに行きますと、あの地域は非

常に弾着地から近いもんですから響くんですね。家の中に入っていても、ドーンと
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撃ったら窓まで響く、そういうような地域なんです。

そういう地域であるだけに、やはりあの地域の人にしたならば、我々のところは

こういう音しているんだぞ、こういう響きをしているんだぞ、何とか国の方に、防

衛庁の方でもどこでもいいから国の方に要望できないのかということ、再三言われ

ているんです。そういうような地域でありますので、事業名は何であろうと、どの

ような事業でもいいわけですから、やはり少しでも有利なそういう事業が入れられ

るように今後も一層努力をしていただきたい、このように思うわけですけれども、

いかがでしょうか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 当然、太田地区の整備そのもの、道路や何かの整備についてもまちづくり懇談会

等の中でも、そして今質問者言われた音の問題も含めて聞いてございます。地域に

とっての道路というのは当然、整備が大きな課題だという形で認識してございます。

しかし、厳しい財政事情を考えたときに、やはり有利な事業を何とか導入してこな

ければならないだろうという形で考えてございます。その中で、やはり順次緊要度

の高いところから整備を進めていきたい。質問者が言われる道路についても私ども

も把握してございますので、順次財源を何とか捻出しながら整備に努めていきたい

と考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。

委 員 長 よろしいですか。

４番。

４ 番 それでは、非常に前向きな答弁をいただきましたので、ぜひ今度のこういう計画

の中に載るように、以前に載ってるやつが今度は落ちてしまった。非常に残念に思

うんですけれども、そういうことも考えながら、やはりぜひこの次、この実施計画

の中に載るようにひとつ努力していただきたい、このようにお願いします。

委 員 長 建設課長。

建設課長 現課として要望していきたいと考えております。

４ 番 結構です。

委 員 長 ２目、他にございますか。

16番、竹田委員。

１６ 番 支障物件移転補償金のことについて、内容をちょっとお聞かせ願いたいと思いま

す。住の江町通り改良舗装事業に伴う支障物件移転補償金のことについてお願いし
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ます。

委 員 長 建設課長。

建設課長 15年度から事業を進めています住の江町通りの改良舗装事業の関係での支障物件

移転補償関係でございます。これについては、ちょうど住の江町通りの起点側、今

年度については一応起点側、ちょうど岡垣さんとか栗林さんとか、既に町の職員住

宅の方の一部は終わっていますけれども、そこまでに行く間と、あと、町の１棟２

戸の住宅、これらが支障物件の対象になるということでございまして、それらの補

償関係の事業予算でございます。

委 員 長 16番。

１６ 番 その移転の中で、一番多く金額がかかったところはどこなんでしょうか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 一応支障物件調査はしていますけれども、交渉はこれからでございますので、今

年度でその中で詰めていくという形です。当然、設計基準等もございますからそう

いう調査は終えていますけれども、これは相手方との交渉もございますので、これ

からという形でございますのでご理解いただきたいと思います。

委 員 長 16番。

１６ 番 この予算よりも減るという可能性もあるということですね。

委 員 長 建設課長。

建設課長 基本的には減る方が多いという形で理解してよろしいかと思います。

１６ 番 よろしいです。

委 員 長 そうですか、はい。

２目道路新設改良費、他にございますか。

（な し）

委 員 長 なければ先に進みます。

３目除雪対策費。

８番、音喜多委員。

８ 番 市街地含めて、町道の関係について。業者委託で始めて二冬目ですか、今回ちょ

うど。直営からすべてというか。今年の場合は非常に雪が多かったというか、例年

より厚岸町においては非常に雪が多かったわけですけれども、この２年間、業者委

託してみて、今年特にその雪の多さから見て、町の考えているとおり、予定どおり
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いったというふうに見られるか。やっていることに対して不満であれば、町民から

の苦情が非常に多いと思うんですけれども、そういったことについては町としては、

まだ２年目あるいは３年目に入って定着したというふうに思うかどうか、その辺の

ところはどのようにとらえていますか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 お答え申し上げます。

基本的には業者委託し、町の職員が早朝の除雪をやめ、業者に重機も一部貸しな

がら業者の方に早朝はやっていただくと。そして、町職員勤務後は当然町の重機は

戻ってきて、あわせて除雪体制に入っていくという形の体制を今現在は進めており

ます。

それと、業者委託してからも、なれた業者さんのところがたまたま会社の都合で

廃業したために、その分がまた持ち場が変わったという形の中で、ちょうど今まだ

変動期という状況の中では、当然、今年度の除雪体制の中でも苦情の対応とかいろ

いろ考えたときには、やはりもっと変えなきゃいけないなということも含めて一応

出てきていると。

当然、今年度はもう既に契約に基づいて進めてやっていることです。この課題を

受けて、来年というか平成16年度除雪体制を組む中では、もっとやはり住民の意向

に沿うようなことはやりたいんですけれども、やはり重機に限りがあり、重機の能

力ということもあると。除雪専用車じゃないためになかなか思うようにいかないと

か、そういう苦情対応ございますけれども、時間的対応の中では一応何とかそれな

りに、早朝４時から今出ていますから、住民が通勤とか何とかによっぽどの雪でな

い限りは、それほど大きなトラブルはなかったなという形で理解してございます。

ただ、いずれにしても、何度もあれなんですけれども、降っている最中に除雪し

てもなかなか効果がないという形の中で、ところが、どうしても生き物を飼ってい

るとかいろんな事情の中で、やはり出さざるを得ないとかいろんな問題がこれから

まだありますけれども、やはりその辺の整理もまた必要かなという形で、こういう

課題がいろいろやるたびに出てきますので、それらの問題整理をしながら、次に向

けた委託発注のあり方に変えていきたいと、そういうふうに考えてございます。

委 員 長 ８番。

８ 番 まず、ぜひそういった問題点、検討を加えて見直しながらやっていただきたいと
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思うんですが、今言われたように、基本的には降っている中はやらないということ

なんですが、結構通勤時間に、いわゆる本線に出るまでが全然出れないとか、今、

ずっと見ていると、安易だなという方もいらっしゃいます。それこそ、長靴でなく

てハイカラな靴はいて軽四で自分の敷地から出ようと。本線に出れば何とかなるん

でしょうけれども、その間に埋まってしまうだとか、雪に対する車を持ち出して道

路に出るというものの考え方、私から見れば非常に甘いところもあるんだが、しか

し、今のそういう人方はそうはいかないと。そのことが、非常に町民からは除雪に

対して悪いという姿勢に見えるというか、降っているからやってもむだだというけ

れども、通勤時間帯にはぜひとも間に合わせていかなきゃならないという、そのバ

ランスというか、その辺の考え方なんですよね。

本線はだあっと走っていって、枝道の方、住宅地の方には全然入り込まれないと。

そうこうしているうちに、もう２台、３台と数珠つなぎになって、１台先に先頭で

突っ込んだやつが身動きできないのが、それが町の除雪が悪いという体制になると。

今、同じく言われたように、重機にもよるんですよね。１回である程度ばっとい

けるものもあれば、ショベル式であれば幅も限られている。そういったことで２度、

３度やらなければ、ある程度車が通れるだけの幅が確保できないとかいろいろ問題

点あるんだけれども、それは私から言わせれば、今業者さんに出して、業者さんも

一生懸命やってはくれているけれども、住民、利用者というか、そのところの状況

のずれというか、物の考え方の認識の甘さというか、そういったものが私はあるよ

うな気がするんですが 「あなたが、今雪降っているときに出るのが悪いよ」と、、

そうも言えないところがありますよね。町が除雪していないということは、それは

確かだ。確かに、今雪が降っているけれども、だけれどもそこまで歩って行くわけ

にいかなかいと言われれば、それもよくわかることなんだけれども、その辺のとこ

ろ重々、住宅地、特にそういったトラブルというのは多くて、その辺のところを考

慮に入れてぜひ こういう今、安定するまで定着期というか、いろんな見方をさ

れている状況にあります。

一つ、今年釧路市がああいう形で新聞あたりでもにぎわすわけですよ。そうする

と見ている住民というのは、その関心事は、ほかの町がどうでうちの町と比べてみ

て善し悪しという判断になるわけですね。釧路市だってあれは決してうまくいった

わけじゃないけれども、見直して、それが最終的に、最近の新聞では、これを見直
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すと、定着するとよくなるんだという言い方をしていますけれども、いずれにして

も、我が町だって業者委託して間もない話ですし、そういうことではぜひ、これで

よしとしないで改善をしていただきたいと。

特に、今年は雪が非常にこの地域では多かったんですが、最終的には今年の除雪

費、もう雪降らないだろうと思うけれどもまだ何ともわからないというか、そうい

う意味では、どのぐらいかかっていく見込みなのか。

それから、特に国の交付関係、この程度の雪では割り増しがないというか、そう

いった見通しなのかどうなのか。北見地方においては国の災害指定も受けているよ

うですけれども、道東地域においては、この程度ならば毎年これからあるかもしれ

ない、地球温暖化の関係で低気圧が南太平洋海域を通るとなれば、こういうことは

頻繁にあり得ることだと、気象をある程度知る人はそう言っていますので、その辺

は覚悟しておかなきゃならない。その意味ではどういう状況でありますか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 まず、除雪の体制の関係の改善という形の中では、確かに市街地については、で

きるだけ通学時間とか通勤時間とかに合わす形の中で対応していこうという形の中

では考えてございます。したがって、吹いていても、ある程度時間になったときに

はよっぽどでない限りは一応あけていく体制をとっていこうという形では組んでご

ざいます。

ただ、市街地の中でも有明だとか、部分部分によってやはり吹きだまる場所とい

うのは当然出てきます。そうすると、やはり業者さんの車だとどうしようもないと

いう形の中では、私どもが直営で重機が入った段階では、うちらがそういう苦情の

箇所にどんどん出していく体制は組んでいますけれども、やはり初期の処置が地域

の方々にとっては問題ありという形でいろいろ言われていますので、そういうこと

も含めて、かといって業者さんに専門の除雪重機をつけなさいと言ったって、それ

は多額の金がかかることですから、それは無理なことですから、やはりその辺の体

制を十分検討しながら改善していきたいなと。

それと、さっきの除雪の、あの会議のときにも言われたとおり、やはり住民、当

然、幹線道路、準幹線、その他の道路という形で、朝４時から出ても自分ところへ

行くまで、それだけの時間がかかります。それらに対しては、自治会には一応案内

というか、そういう形の除雪計画は出しているんですけれども、住民の方々が十分
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まだ理解されていないという問題も含めてありますので、それらについてもやはり

きちっと理解等含めて、防災無線の活用とかいろんな手法を考えながら住民の方々

にも理解と協力をお願いしていきたいと、そのように考えてございます。したがい

まして、今年度の結果を見た上でさらによりよくなるような形での改善はしていき

たいと考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。

それと、さきの２月の臨時会において一応補正措置いただきまして、現在 8,215

万 1,000円、全体の中での事業費、除雪経費盛っています。その中で、一応今現在

で委託料関係で残っている金が 135万程度、したがいまして、もう今度降られたら

困るという形で、多分大丈夫だろうなという形では今考えていますけれども、一応、

そういう状況下にあります。これよりもっと下回るという形では押さえていますけ

れども、一応委託料の関係で残っている分についてはその程度だという形で、降ら

れたら終わりという感じで、終わりどころか、出せないなと、直営で頑張らなきゃ

いけないなという感じで今考えております。それに伴う交付税関係については行財

政の方で……。

ただ、基本的には先般新聞等にも出ていましたけれども、北見地方は、北海道も

特別に本年度に限りという形で要項をこの19日に公示されていました。その中では、

やはりこの釧路地域全体の中で、生活域という形の全体の中では釧路地方は対象に

ならなかったという形でございますので、ご理解をいただきたいと思います と

いうことでございます。

委 員 長 ８番。

８ 番 問題は、２番目に聞こうと思っていた防災無線を活用の仕方ですね。住民、家の

中にいて心配しながらというか、今日はどういう除雪してくれるんだろうかとか、

ある程度雪が降っていたらその対応はそれぞれ考えてはいるんでしょうけれども、

やはり防災無線、大いに活用した方がいいんでないのかなと。今は、それこそこう

いう状態で４時から動いているけれども、いつもどおり進んでいないとか、そうな

ると、時間ぎりぎりで通勤に出る方が、10分でも20分でも早く出るとか、いずれに

しても、早く出るということではなくて、除雪状況を、今日というか、例えば朝の

関係については、特に日中よりも朝ですよね、朝の防災の関係では、除雪度が何ぼ

まで進んだとか、そういう除雪の程度というのをレベルで照らしてはいない、そう

いう評価の仕方というか、はかり方はしていないわけだけれども、いずれにしても
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これからはそういったことを考えてもいいんではないのかなと。

今日の状況は積雪がどの程度あるからどのくらい進んでいるかと、そういうこと

はそちらの方である程度把握しているんだろうと思うんです、業者さんの出方とか

あるいは状況については。そういったことを早くキャッチしながら、やはり町民に

早くというか、親切にというか、的確にというか、そういったものをちょっと進め

たらどうかなと。年に何度もあるわけじゃなくて、この地域では風が伴ってのそう

いうことが多々あるわけですから、その辺のところを重々考えていただけないかな

というふうに私は思うんですが、いかがですか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 まず、基本的に防災無線の活用の仕方の中で、一番除雪して困るという感じの中

では、青空駐車といいますか路上駐車の関係が一番除雪に支障を来している。結局

その分だけできない。結局、両側にとめられるともう全然重機が入っていけない。

よしんば片側ぎりぎりやったら、その落ちた雪によって車がいかれるとかいう形で

絶対やめてほしい。逆に言うと、そっちの方の住民に対する協力のお願いの方がよ

り効果的で、除雪にはベターだなと。

除雪がどこまで行ったかというと、早朝に出てしまうと、まして重機に乗ってい

ると携帯電話も何も聞けない、とれないという形で、なかなかそこの把握というの

はちょっと難しい状況にございます、全部の地区が何社で分かれている状況で。た

だ、都度町民の方々から「まだ来ないけどどうなっている」というと、今この辺と

いう形は業者の方にも確認してという形で連絡は取っています。

ただ、総体的にそれを防災無線で活用というのは やはり除雪の協力、それと

協力していただきたいのは、自分で除雪した後にまた除雪で雪を置いていったとい

う苦情が一番多いという形の中では、やはり住民の協力のお願いは、そっちの方が

主体かなという形で、いずれにしても住民からの情報、例えば聞きたいことに対し

ては的確に答えるような体制は、何とか業者とも連携をとった形の中でそういう手

法がどうなのかということも含めて検討させていただきたいと思いますので、ご理

解いただきたいと思います。

８ 番 いいです。

委 員 長 いいですか。

12番、谷口委員。
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１２ 番 今年は降雪が多くて何回にもわたって除雪をしなければならないということで、

今も結果的には排雪し切れないで、交差点等にも結構まだ残っているところはたく

さんあるんですけれども、２月の末でしたか、週末に降雪がありましたよね。結構

除雪をしなければならない量あったんですけれども、そのときに、結果的に金曜日

の日は一生懸命除雪、排雪をされましたけれども、土日は役場の休日ということも

あって完全にもう除雪はストップしているんですよね。

ところが、道道なんかを見ると除雪車とたまに行き違うんですよ。そして、必要

なところを除雪したり、あるいは路盤をめくるというか、そういうことをやってい

る。ところが、役場の車は車庫に全車が納められているというような状況だったん

ですけれども、交通安全だとかそういうことを考えると、やはりそういう日であっ

ても、まあ役場の職員の休日の問題もありますから、そういう点では非常に難しい

面もあるのかなとは思いますけれども、代休だとかそういうものを利用しながら、

やはり除雪、排雪を行うべきであったのではないのかなというふうに考えるんです

けれども、そういう点ではどういうふうに考えていますか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 確かに、２月のそのときにちょうどそういう状況だった。私どもの方としても、

オペレーター、運転技術員も含めて、結構ずっと現場でやっていた中で、市街地も

含めてどうだと、明日そういうふうに振替休日の中で現場必要かと。いや、そうい

うことがないように、金曜日中に全部一応処理してそういう苦情のないような体制

をとりたいという形の中で、金曜日にちょっと頑張っていただいて、それで土日を

休ませたという形で、一応現場的なことも含めて把握した上で必要最小限、我慢で

きるなと、ある程度これだったら通れるなという形を確認した上で、現実的には職

員を出さないで終わった。

ただ、やはり翌日の中で、ちょっと細かいことで苦情が来て、うちの職員を一部

出してやったんですけれども、やはりそういう意味では、その辺の判断がちょっと

甘い面もあったのかなという形で反省はしてございます。当然ひどいときには、土

曜、日曜日だから休むということは別に考えていなくて、やはり現場の状況に応じ

た形での作業をしなきゃいけないという形では考えておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。

委 員 長 12番。
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１２ 番 今年の降雪はやはり近年にない多さですよね。そうすることによって、やっても

やってもやり切れないという状況ですから、それはわかるんですけれども、やはり

一定量あるときには、そういうところをきちんとしていくということが大事ではな

いのかなと。やはり住民の安全とそれから住民から信頼される、両方大事だと思う

んですよね。そういう点では、やはりその体制を今後はとっていただきたいという

ふうに考えるんですけれども、いかがでしょうか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 やはり質問者言われるとおり、住民の方々の生活に密接にかかわってくることで

すから、当然そういう形の中で、今後についてはそういう体制も含めて改善すべき

ところは改善しながら対応していきたいというふうに考えますので、ご理解いただ

きたいと思います。

１２ 番 いいです。

委 員 長 いいですか。

９番、松岡委員。

９ 番 財源的にお聞きします。

２月18日の第１回臨時会において 6,103万 2,000円を追加して、除雪費の総額

を 8,215万 1,000円にしているわけですが、その財源は、特別交付税追加分として

6,126 万 3,000円を見込んでのうちの 6,103万 2,000円というふうに見たわけです

が、実際には、前にたしか新聞にも出たと思うんですけれども、確定額が決まって、

ちょっと総額はわからないんですけれども、厚岸町は前年度並み、 0.6％減の約４

億 9,000万、その中にこの厚岸町の除雪対策費 8,215万 1,000円が全額含まれてい

るのかどうか、その点をお聞きしたいと思います。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 特別交付税で前回の臨時議会の中で計上させていただきました。特別交付税の要
課 長

素としては、需要額の要素としては、除雪経費含めて数値としては出しております

けれども、３月交付いただきました。前年度比 0.4％の減ということで４億 9,167

万 6,000円という金額でありました。従前でありますと、特別交付税については前

年度の対比といたしまして 7.5％の減だというふうに言われておりました。

ですから、昨年度の当初予算も含めて、また12月も含めて、そういう見込みで見

ていたわけでございますけれども、今回の特別交付税、12月については準ルールと
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いいまして、項目が入ってきております。要するに、何にこの特別交付税が需要額

としてつけましたよということはついておりますけれども、３月交付については、

その内訳については来ておりません。

しかし、今回、厚岸町の財政需要として特に厚岸町で訴えたのは、地震災害と除

雪について例年になく多くかかっている部分がございますので、そういう意味では

この特別交付税の要望額に、前回の議会でも、さきの質問にもお答えをいたしまし

たけれども、要するに前年度並み、プラス・マイナス・ゼロですね、これを要求さ

せていただいたと。全国ベースとしては 7.5の減ですけれども、プラス・マイナ

ス・ゼロで要求させていただいたと。その結果 0.4の減でとどまったということで

ありますから、この中に除雪の経費を含めて算入されていると思いますけれども、

8,100 万がすべてこの需要額に入っていたかどうかということは定かではございま

せん。

委 員 長 ９番。

９ 番 私が聞きたいのは、今回当初予算でもって 1,990万 1,000円、前年度と比較して

121 万 8,000円の減ですけれども、これは何とか予算措置ができたと。しかし、12

月以降、１月、２月にまた今年のような大雪が降った場合、その対策として特別交

付税で見れるのか見れないのか、そこらあたりを確かめておきたかったわけです。

そして、実際には特別交付税の内訳というのは、15年度決算をする前にわかるん

でしょう。その特別交付税というのは内訳が全然わからないで……。それもひどい

話だね、これね。透明性が全然ないということ。ただこれだもんね。

これは、やはり地方自治体で予算を組めといったって、そんな透明性のない財源

を当てにして予算組めという方が無理なんですよ。これらは、やはり国に是正して

もらわなきゃだめですね。本当につかみ金みたいな、そんな話はないと思うんです

ね。ここらあたりどうお考えですか。

私は、もしこの後大きな雪が降って、16年度中に、また今年のようなことになっ

たときには特別交付税で見て大丈夫なのかどうかということを判断したかったわけ

です。そういうことでございますので、お答え願いたいと思います。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 今、交付税の見方含めて、地方財政計画の率によって計上しているというのが実
課 長

態であります。ですから、特に特別交付税については、12月についてルールという
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ものがあるんですけれども、それについてはある程度のものは示されますけれども、

特殊財政事情と言われる部分についての公表はされていないというのが実態であり

ます。

それと 1,990万 1,000円の除雪費を当初予算で組んでおります。ですから、今回

特別交付税といたしましては、先ほど言いましたように４億 9,100万円が実績とし

て15年度のべースとして決まりました。ですから、新年度に向かって、新年度の特

別交付税の状況は地方財政計画上どうかというと、マイナス 6.5％であります。で

すから、我々としてはこの 6.5％は当然減ることを予想しなければいけないという

ふうに思っております。そうしますと、この４億 9,100万円から 6.5％を引きます

と約４億 6,000万、これは「捕らぬタヌキの皮算用」じゃございませんけれども、

そういう数値が計算上出てまいると。ですから、我々としてはこの数値、普通交付

税についてはまだ本算定７月でございますけれども、当初予算で計算ルールではす

べて組んだ形になっております。ですから、特別交付税については、ここで当初予

算でも申し上げましたけれども、80何％の計上率と言いました。それはマイナスを

見込んでの80何％でございますから、留保をしているということであります。

ですから、結果から申し上げますと、この特別交付税は、決まった額から逆算い

たしますと、約１億円の留保を今の段階では我々としては、皮算用でございますけ

れども持っている。ですから 1,900万円の除雪経費、約 2,000万でございますけれ

ども、これらの財政需要というんですか、冬場に向かっての財政需要についてはこ

れで耐えていけるというふうに今のところ考えております。

委 員 長 ９番。

９ 番 そうすると、今の話を要約しますと、特別交付税については余裕財源といいます

か、当初予算に組まなかった交付税として１億円くらいはあると。ですから、年度

内に雪は少々降っても大丈夫だというふうに受けとめていいわけですね。

いいです。以上です。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 いずれにしても、特別交付税というのは特殊財政事情でございますので、そうい
課 長

うことでございます。よろしくご理解を願いたいと思います。

委 員 長 他にございましたか。

３番、南谷委員。
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３ 番 ７款土木費、２項の道路橋梁費、３目除雪対策費、この関係につきまして、私も

若干質問をさせていただきたいと思います。

まず、総体で除雪対策費 1,990万 1,000円、これの算出根拠でございます。先ほ

ど松岡委員の方からもご質問があったんですけれども、私は、過去からの実績を

比較検討して 1,900万にされたのか、それともどんな根拠でその対策費 1,990万

1,000 円というものを算出しているのか、この根拠についてお尋ねをさせていただ

きます。

委 員 長 建設課長。

建設課長 除雪対策費の予算措置の関係でございますけれども、確かに実績そのものを考え

てみますと、昨年実績でいきますと 4,700万程度、その前の年は 7,500万、その前

もやはり 4,000万とか 5,000万と、実績的には大体 4,000万以上かかるという形が

今までの実績でございます。

しかし、当初予算計上そのものからいくと、雪というのはあくまでも自然現象で

ございますから想定できないという形の中で、当初予算の段階では、とりあえず暫

定的といいますか、委託料関係や何かの中でも一応 410時間、２万 5,000円、平均

単価にしてその時間を見た、そういう積算根拠はございますけれども、おおむね実

績を見たという形じゃなく、当初予算計上はかかる事業費のおおむね半分程度近い

金額を予算措置させていただいていると。そして最終的には、その年度によって降

雪見通しというのはちょっとわかりませんけれども、それに応じて補正措置いただ

いて対応しているというのが実態でございますので、ご理解をいただきたいと思い

ます。

委 員 長 ３番。

３ 番 ただいまのご説明ですと、過去の実績の約２分の１くらいを想定して計上されて

おる。先ほど来、この関係についていろいろと議論のあったところでございますが、

私もずっと聞かせていただいて、どうも腑に落ちないんですよね。

と申しますのも、過去は別にしましても、今年大雪もあった。将来もこういう気

象状況の中で、平成16年予算を立てるに当たって、むしろ計画数値は下がっている。

いろいろと特別交付税の絡みもあって、試算をする上でテクニック的な問題があろ

うと思うんですけれども、少なくとも町民に、これからの時代、財源が足りないわ

けですから、ある程度の、２分の１の財源でということはハンディがあり過ぎるの
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ではないのかと。もう少し、７割なり８割という数字を実績から試算して上げてい

かなければ、半分というのは僕はどうもその算出根拠として、その分、全体予算が

足りなくなることは間違いないんですよね。そうあるべきだと思うんです、僕は計

画というものは。少なくとも半分であとは これでは物のとらえ方として、やは

り予算を組む上で総体計画にも大きく影響するわけですから、この辺の考え方につ

いてお伺いをさせていただきます。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 予算計上の関係でございますので、私の方からお答え申し上げますけれども、除
課 長

雪対策経費、さきの松岡委員にもお話をいたしましたけれども、この基本となる財

源といいますと、やはり特別交付税を当てにしなければならない状況にあるかと思

います。特別交付税も、実は数値の積み上げなんですけれども、これは秋口、９月

以降、特別交付税の財政事情としての計算が、要望がとられる形になっております。

ですから、その特別交付税を基本的には地方財政計画に基づいて減額、増額がある

ことはあるんですけれども、それをすべてその段階で当初予算で組めるかというこ

とになりますと、これは財政需要も出していない中で、毎年降る雪ではございます

けれども、予算として、要するに除雪経費としては基本として、12月議会等に予算、

もしくは不足をすれば臨時会等で数値を出していくわけでございますけれども、そ

の段階において、要するに必ず委託契約を行って物事を進めてまいりますし、雪が

その段階で降ることも想定をしなきゃいけない。１回程度なり２回程度の想定をし

て予算を組んでございます。

そういう中で、いずれにいたしましても、財政事情の積み重ねであります特別交

付税、特にこの特別交付税というのは実績主義であります、基本的に言いますと。

そうしますと、今年の雪が来年度の雪の状況に積み重なる形。過去において雪が少

なければ、それなりの数値の積み重ねというか、要望しても、うちが 4,000万しか

雪に経費がかかっていないのに 8,000万かかっていると言っても、それは数値とし

て認められる数値じゃございません。

ですから、そういうことを含めて考えますと、テクニック上の問題が特にこの除

雪対策費にはあるんですけれども、いずれにしても降ってみないとわからない、降

らなければそれなりの経費で賄い切れるという状況でございますので、これの計上

については、おおむね一、二回程度の雪に対応できる当初予算計上いうことでご理
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解を願いたいというふうに思います。

委 員 長 ３番。

３ 番 どうも納得できないですね。テクニック的な問題というのはよくわかるんだけれ

ども、三位一体改革で税源の移譲と言っているものの、道が非常に細くなってきて

いることは現実ですよね。そうした中で、いつまでもそういうものを不透明な中で

処理していくということの考え方そのものを、僕はやはり変えていかなければなら

ない時代に入ったと思うんですよ。やはり現実にもし来なければどうしますか、交

付税が。その分、町民に負担がかかることは間違いないわけですよね。初めからき

ちっと予算計画というものをしっかりと立てていくのが僕は筋だと思うんですが、

いかがでしょうか。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 交付税については、普通交付税と特別交付税があるんですけれども、実はルール
課 長

上に計算できるものであれば、これはきちんと組んでいきたいというふうに思って

います。残念ながら、この除雪対策費というのは12月のルール分にも入ってきてお

りません。３月の特殊財政事情ということになっておりますので、これをですね、

状況によっては見えない部分を当初予算計上するということは、なかなかこれはで

き得る状況ではないということであります。

そういう中、この除雪対策費についての基本というのは、実は普通交付税の中で

も寒冷地補正という数字があります。実はこれは厚岸の場合、級地が落とされて過

去においては２級地であったのが１級地に落とされたということで、５年間、財源

がマイナスになっている例がございます。ですから、それらの経費等々、経常的に

見なきゃいけない。除雪含めて見なきゃいけない経費として、財政的には約 2,000

万ぐらいの数値になるんですけれども、実は１級地落ちただけで 1,450万という数

値が、いわゆる普通交付税上で減額になっております。

そういう基本ベースのルールの除雪対策経費については、逆算させていただいて

当初計上していくと。逆に言うと、それ以外のプラスワンのものについては、これ

は特殊財政事情の段階で交付税の積み上げ、特別財政交付税の財政事情を出してい

きますから、それについての、いわゆる道とのヒアリングもあるんですけれども、

その中で、今年はこのぐらいだといことも含めて数値のやりとりがありますので、

そういう中で計上せざるを得ないという状況でありますので、その部分はご理解を
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願いたい。

ですから、総計予算主義からすると、毎年降るんだから平均値を組むべきという

数値の除雪対策費だというふうに思いますけれども、ただ、その求める財源が特別

交付税の、特に一番最後の３月のルール交付でない部分にゆだねられているもんで

すから、こういう措置をせざるを得ないということについてはご理解を願いたいと

いうふうに思います。

３ 番 わかりました。

委 員 長 よろしいですか。

他に３目、ございますか。

（な し）

委 員 長 なければ先に進みます。

３項河川費、１目河川総務費。

13番、菊池委員。

１３ 番 汐見川改修事業についてお聞きします。

実施計画によりますと、本工事、全体事業ではＬ 1,044メーターなんですが、15

年度までの累計は何メーターまで来ていますか。それと16年度護岸工、Ｌ 2,212メ

ーターのうち、16年度 130メーターを予定していますが、これをやったとして累計

何メーターになりますか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 汐見川の改修関係でございます。今年度、汐見川改修事業そのものは 130メー

ター予定してございます。従来、今までの全体計画では 1,044メーター、そのう

ち、今まで既に終わってきている箇所、この 1,145メーターというのが現実にござ

います。これは両側ダブルで計算しています。最初の全体計画というのはダブルの

延長、ダブルというか、両側にあるやつの単純な延長。それから、出来高で出てき

ている、３カ年に載ってきている分については片側ずつの形でございますので、全

体で今 570メーターほど既に護岸工ができているという形でございまして、平成16

年度は、汐見川については護岸工、多段式の布団かご護岸工を 130メーター実施し

ようとするものでございます。

委 員 長 13番。

１３ 番 よくわかりませんが、全体事業ではＬ 1,044メーターとなって、護岸工は 2,212
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メーターになっているんですよね。護岸工 2,212メーターのうち 570メーター来て

いるから、 130メーターやると今 700メーターの累計になるということですか、護

岸工は。それから、15年度まで総体事業のＬ 1,044メーターというのは何メーター

まで来ているんですか。もう一回お願いします。

委 員 長 建設課長。

建設課長 すみません、理解しにくい説明いたしまして。

全体計画の中での汐見川の延長というのは 1,044メーターでございます。 1,044

メーターの両側に行いますので、護岸工というのは。両側にという形になります。

そういう形で、既に今までできてきました 1,145メーターを、両側ですから、そう

すると約 580メーターぐらい既にできていると。全体延長の 1,044メーターの中で

いくと約半分ちょっとできているという形でご理解いただきたいと思います。

委 員 長 13番。

１３ 番 それともう一つ、今度は予算の方なんですけれども、汐見川河川工事は今まで補

助率が非常に少ない事業だったんですけれども、今回、防交金、防衛施設整備予算

で事業費 1,500万円のうち 1,425万円となっています。このまま防交金でいけるの

かどうか、お伺いします。

委 員 長 建設課長。

建設課長 従来の汐見川の改修事業そのものでいくと、補助率３分の１という形の中で事業

整備を進めてきておりました。したがって、補助率３分の１なもんですから非常に

町の持ち出しが大きくなってきているという形の中では、事業費も減少させながら

今まで対応してきた。しかし、冠水対策とかいろいろ考えたときに、やはり早期な

整備が必要だという形の中で、今年度からは防衛庁の交付金事業でできるだけ早い

時期に完成させたいという形の中で、防衛の方と協議し、交付金を充てて整備して

いこうという形で考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。

１３ 番 はい、わかりました。

委 員 長 よろしいですか。

９番、松岡委員。

９ 番 今の、聞こうと思ったことを課長が言ったんですけれども、防衛庁の予算を、補

助がものをやめてでも、あれが低いからとそっちへ切りかえるということ自体がち

ょっと私は納得できないんですよ。防衛庁の予算はまだまだ使い道がいっぱいある
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でしょう。国の補助を当たり前にもらったら、去年の場合は 600万しかもらってい

ないんですよね。だから、それを防交にやらせるということは、私は、やはり貴重

な一般財源をそっちの方に使っちゃって、もらえる国の予算を投げる、そういうこ

とになるのではないかと思うんです。全体的から見てどうなんですか、一体。

事業を少しでも多くやるとか、地域づくりを少しでも多くやるという気持ちの上

からいったら、３分の１の補助でも貴重な財源だと思うんですよ。私は、やはりこ

の防衛庁予算は、せっかく国の補助が３分の１でもついているんですから、それは

防衛庁の予算をあれすれば90何％もらえるんですからいいかもしれませんけれども、

ちょっとこれからのまちづくりを考えていく上において、財政的に考えていって私

は腑に落ちないです。３分の１といえども、やはり国費なんです。一般財源じゃな

いんですよ。それを少しでも多く使っていくということが私は大事だと思うんです

が、そこらあたりの考え方をお聞きしたいと思います。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 財源関係の話でございますけれども、確かに、この３分の１補助の部分でいきま
課 長

すと、３分の３が起債もしくは一般財源で措置をしなければいけないということが

あります。ですから、今まで河川の補助をいただきながら、一般起債で、逆に言い

ますと……

（ 起債なんかないよ」の声あり）「

行 財 政 失礼しました。起債がないということがありますので、逆に言うと一般財源が非
課 長

常に窮屈になってきているという状況であります。ですから、そういう意味では、

財政的には95％の防交金に頼らさせるを得ないという状況でございますので、ご理

解を願いたいと思います。

委 員 長 ９番。

９ 番 そこらあたりの考え方を聞いているんですよ。将来の厚岸の、こういう財政の苦

しいときに少しでも多くやろうというときに、３分の１のいわゆる事業費、国の補

助ですね、それをやはり活用して防衛庁の予算は、一般財源は苦しいかもしらんけ

れども、別な方に持っていくと。まだまだ防衛庁予算でもってやることがいっぱい

あるでしょう、これからも。足りないくらいなんでしょう。その考え方を私は聞い

ているんです。これからのまちづくり、財政についてどう思うのか。

委 員 長 助役。
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助 役 確かに委員おっしゃるとおり、各種の事業を起こすためにいろんな補助であると

か有利な起債であるとか、交付税措置があるかないかというようなことも考え合わ

せて、その財源をつくり出しているという状況であります。16年度に関して言いま

すと、防交金の事業というのは２億 6,000万程度あると。これをどういうふうに利

活用していくかということを、予算を作成する段階でいろいろ議論をして行ってき

ていると。

例えば、今問題になっておりますこの河川の関係でありますけれども、 1,500万

の事業を起こす、これは従来３分の１の補助ですから国からいただける金は 500万、

残りの 1,000万は丸々一般財源ということで、事業を執行できるか。要するに厚岸

町総体の一般会計の中で、防衛調整交付金を除いて一般財源が充当できるのは約３

億であります。３億の中で、この投資的経費を防衛予算以外のところでどうやって

工面するかということをよく議論をして、その予算措置をしているという状況であ

ります。貴重な国の補助金でありますけれども、３分の１の補助では、残念ながら

今の財政状況を考えますと、その補助金をもって、例えばこの汐見川の改修事業と

いうものを推進するというのは極めて困難な状況であります。そういうことを勘案

して、この財源の充当を考えております。

いずれにいたしましても、委員おっしゃるとおり、事務事業を起こすためにどう

やって有効な補助を活用するか、あるいは有効な起債を充てるかということは、財

政を組む側としては一生懸命考えて、厚岸町にとって有利な財源を確保していきた

いと、そのように考えておりますのでご理解をいただきたいと思います。

委 員 長 ９番。

９ 番 汐見川はあれでしょう、平成２年から始まっているんですよね。今16年ですから、

去年まで13年間、３分の１の補助でずっとやってきたんですよね。それで、この汐

見川の改修計画というものも、何年か前にあなた方がつくってるはずなんです。そ

の計画ができなくなったと。財政も苦しいことはわかりますよ。しかしながら、継

続事業を断念しないために防交予算に切りかえたんだと。

しかし、防衛庁予算は、先ほども言ったとおりに、まだまだ使い道がいっぱいあ

るはずであります。まだまだ厚岸町としてやりたい仕事はいっぱいあると思うんで

すよ。それらに使っていくべきで、何といってもこの３分の１の国の補助というの

は、やはり厚岸にとっては大きな財源だと思うんですよ。
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たまたまここに防衛庁の予算がこうやってあったから、それに切りかえて何とか

しのぎたいということだと思うんですけれども、しかしながら、もしこれ防衛庁の

予算というものがなかったら、汐見川をほうっとばすわけにいかないでしょう。や

はり少しでも、３分の１の補助でもやっていかなきゃならない。その証拠に10何年

間やってきたんですから、今まで。そこらあたりの考え方を再度お聞きしたいです。

まちづくりとか何とかと言ってはいても、そこらあたりに私は意欲が見えない。

本当に少ない財源でも、国から出る、いわゆる金利もかからない、もらえるもの

については、貪欲にやはりそれをもらっていくというような姿勢を私は示してほし

い。それが一つのこれからの厚岸のまちづくりの大きな基礎になっていくと思うん

ですよ。そういったことで、もう一度お考えをお聞きしたいと思います。

委 員 長 助役。

助 役 こういう厳しい財政状況の中で、特に一般財源、地方交付税が我々の予測を超え

て大きく減額されてきている。厚岸町のこれからのまちづくりを考えたときに、そ

の財政基盤というものをきちっと確立しなければ大変なことになるという認識でお

ります。そこで考えていますのが、借り入れたお金よりも多くの借金をしない、そ

のことによって、かつては 130億あった公債費、これが今 120億少しに減額されて

きています。そういうバランスですね、それらも考えて財政措置をしなければなら

ないという状況であります。

この汐見川に関して言いますと、３分の１の補助をいただくとすれば丸々 1,000

万の一般財源を充てなければならないという状況であります。この防衛の交付金を

当てにしない 1,000万の大きさというのは、相当大きいものがあります。例えば、

補助があって起債が認められて、補助と起債のその裏を一般財源で措置しなければ

ならないわけでありますけれども、通常の場合は。この 1,000万というのは相当き

ついということで、このたびこういうふうな防衛の交付金をもって充てたいという

内容でございます。

委員おっしゃるとおり、防衛の予算というのもいろんなメニューがありまして、

いろんな活用ができるわけでありますけれども、これからも財政にとって有利、不

利ということをきちっと考えて、しかもなおかつこの貴重な防衛の予算というもの

の使途、これをきちっと目標を定めて仕事を進めていきたいと、そのように考えて

おりますので、ご理解をいただきたいと思います。
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委 員 長 ９番。

９ 番 助役、防衛予算は貴重な財源ですよ。だけど、この３分の１の国の補助も貴重な

財源と考えてほしいんですよ。そういうことでしょう。これをそれでやらなかった

ら来ないんですよ。まだまだいろんな事業のメニューがあるわけですから、何とか

やりくりして今までどおりにこれを続けていってほしいと思うんです。安易に防衛

庁の予算にそうやって切りかえるということ自体が、財政が厳しいとか苦しいとか

は言っているけれども、完全にこの一つを見ても、厚岸は刀折れて矢尽きたと見ざ

るを私は得ないんですよ。そこらあたりの考え方をもっときちっと表明していただ

きたいと思います。逃げでなくて。

委 員 長 助役。

助 役 決して私どもはこの防衛の予算の充当というものは逃げだというふうに思ってお

りません。３分の１の補助をいただいて 1,000万の一般財源を持ち出して事業をや

ることというものは、ほかの事業全体のバランスを考えたときに、この３分の１の

補助をもらって一般財源を 1,000万突っ込むということは、今の財政状況の中では

無理というふうに判断をさせてもらっているわけです。そういう中で、この防衛調

整交付金の活用を考えたということでありますので、決して後ろ向きな対応ではな

くて、今の財政状況を考えたときに、こうせざるを得ないということでございます

ので、ぜひご理解をいただきたいと思います。

委 員 長 ９番。

９ 番 13年間もこの事業を３分の１の補助で続けてきているんです。先ほど言ったよう

に、恐らく何年か前にはこの実施計画、これはたしか記憶にあるんですけれども出

していると思うんです。それをぶん投げたということは、やはりさっき言ったよう

に、刀折れて矢尽きたとこう言わざるを得ないわけです。

まあ、これ以上議論しても意見はかみ合わないと思いますから、これでやめます

けれども、最後に町長の考え方をお聞きしたいと思います。

委 員 長 町長。

町 長 お答えをさせていただきます。

厚岸町まちづくりにおいては、いろいろな制度を利用してまちづくりをいたして

おります。その中で防衛庁の交付金の予算、まちづくりに極めて大きな貢献をいた

しております。ご承知のとおり、道路整備、さらにはまた農業基盤整備、そしてま
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た水産業の振興等々、幅広いメニューの中でこの交付金を使ってのまちづくりをい

たしております。そういう中で、当然今までもやってきましたし、さらにまた、こ

の有利な交付金を利用しての事業メニューというものも、これから多くあるわけで

あります。

そこで、今回の汐見川の関係につきましては、ちょうどメニューがこれからの厚

岸町のまちづくりの一つの大きな事業として我々は考えました。今言いましたとお

り、いろいろあります、やることは。しかし、防交金を使っての事業はそろそろま

た新しいメニューの段階に来ました。そういうことで、今日の厚岸町の財政厳しい

中で、この防交金を使って新しいメニューとして、汐見川を対象にして早期完成を

目指そうということでありますので、確かに３分の１補助で今までやってきました

が、これはひとつ新しいメニューとして防交金の制度にのったということでありま

すので、ご理解をいただきたいと思います。

９ 番 平行線ですから、これでやめます。

委 員 長 14番、田宮委員。

１４ 番 大分汐見川であれしていますので、やめようかなと思ったが、せっかく質問の意

思表示をしましたので、続けさせていただきます。

１つには、起債の問題があるんですね。河川の事業については起債が全然つかな

いと。以前にも道交渉をやった段階でどうしてだと聞きましたら、交付税で見てい

る、そういう答弁にもならないような答弁が返ってきましたけれども、これがやは

り大きな要因になっていると思うんですね。

先ほど出ておりましたが、平成２年に計画をして、完成は平成27年なんですよ。

25年計画ですね。総体の事業費は６億 6,800万、 100億もあるわけじゃないんです

ね。これをずんたんずんたんやっていくというような仕組みになっているもんです

から、今のような議論も出てくるのではないのかなと思います。この起債がどうし

てつかないかというのは、あなた方も随分と要求をされておられると思うんですが、

理由は何でしょうか。

休憩します。 休憩時刻１１時５０分委 員 長

委 員 長 再開します。 再開時刻１３時００分

行財政課長。
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行 財 政 答弁に時間を費やしまして、大変申しわけなく思っております。
課 長

汐見川の起債の関係について、ご答弁申し上げたいと思います。

汐見川につきましては、市町村が管理している準用河川であります。それで、こ

の準用河川については、実は起債の対象メニューにはございません。事業実施の際

には、このことについて何回か問い合わせを行ってきた経過がございますけれども、

対象にならないということでありました。

ただ、以前にも議会においてこの議論を受けまして、過去の政策研究会において

このことを投げかけてきておりますけれども、対象にできないとのことであります。

理由は先ほど質問者、若干つぶやいておりましたけれども、経費については、画一

的にその他諸費の面積を測定単位としております交付税の対象の中に投資的経費と

いう細目がございまして、河川事業費があります。その中で画一的に交付税算入し

ているということであるので、基本的にはそこで見ているということでありますか

ら、そこでさらに借金をするということにはならないということで起債対象外にな

っているという状況でありますので、ご理解願いたいと思います。

委 員 長 14番。

１４ 番 それは幾らぐらいなんですか、交付税で見ているという、わかりますか。わかり

ませんか。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 単位費用として入っておりまして、これは標準規模が10万人ということでござい
課 長

ますので、その数値の逆算については行っておりません。まことに申しわけござい

ませんけれども、今の段階ではご答弁できないことをご了解願います。

委 員 長 14番。

１４ 番 わざわざ計算するほどたくさんの額ではないんです、結局ね。やはりきちんと要

求すべきだと、今後も。そういうふうに思うわけであります。

もう一つは奔渡川でありますが、図面を見ますと橋までは今年改修が進められる。

橋から上なんですね。あそこは橋の下に土砂が流入してたまると、それが下流の方

へ行くというようなことで、全面的な改修が必要だと思うんですけれども、その辺

はいかがでしょうか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 奔渡川の整備の関係でございますけれども、質問者今言われるとおり、これは奔
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渡川の河口部からオソナイ橋までの間の両護岸の整備の関係でございます。当然、

あそこの箇所もやはり上部から流れてくる土砂や何かの関係で浅くなってきている

と。それから、河川護岸そのものが既に個人の施設的な護岸になっているという形

の中では、やはり恒久的な対策として、さらには地域の利用の方々考えた中での整

備は今考えていますけれども、上流部に関しましては、現段階では確かに上からの

土砂の流出がありますけれども、当面はオソナイ橋までの間の整備をまず進めたい

と、そういうふうに考えておりますのでご理解いただきたいと思います。

委 員 長 14番。

１４ 番 将来的には全面的に改修するという方向で事業を進めていただきたいと思います

が、いかがですか。

委 員 長 建設課長。

建設課長 事業推移見ながら、上流に対してもやはり恒常的な対策が必要となってくれば進

めていかなければならないというふうに考えております。

委 員 長 よろしいですか。

１４ 番 はい。

委 員 長 他にございますか。

（な し）

委 員 長 なければ先へ進みます。

４項都市計画費、１目都市計画総務費。

ありませんか。

（な し）

委 員 長 ２目街路事業費。３目下水道費。４目まちづくり推進費。

ありませんか。

８番、音喜多委員。

８ 番 ここでちょっと３カ年計画に基づいてお尋ねしておきたいと思います。

第５次の３カ年計画で、平成16年度にきゅっと単年度で計画が上がってきている

のが６件ほどあります。上から見ていくと、湖南地区の緑地用地取得事業から始ま

って住の江町駐車場まで、先ほどちょっと資料請求させていただいております。宮

園地区、門静、子野日２つ、それから住の江ですね、そういったものがございます。

そのほかに都市計画として、松葉町憩いの広場、それから松葉町の歩道整備とい
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うことで17年から。松葉町憩いの広場については16年度から 3,000万ほど予算を盛

っていますが、そのほかについては事業計画にだけのっていまして予算はのってな

い。この土地利用については、６件についてはこれから予算つけてということなん

でしょうけれども、この湖南地区の緑地用地取得事業と憩いの広場とは全く別なも

のであるのかどうなのか。この辺の一連のいわゆる湖南地区の緑地用地、あるいは

松葉町憩いの広場、そしてそれに歩道整備という計画について、前回資料としては

一部出ていますが、今年度予算つけている憩いの広場についてはやっていくんだろ

うと思うんですが、その土地利用の中で湖南地区の緑地用地取得事業、これらとど

ういう関係があるのか、全く別なものであるのか。あるいこれらが関連してどのよ

うに整備しようとしているのか、その辺、まずお尋ねしておきたいと思います。

委 員 長 まちづくり推進課長。

お答えいたします。ま ち づ く り
推進課長

まず、湖南地区緑地用地取得事業以下、子野日公園２本、住の江町、宮園町、門

静とあります。これにつきましては、現在、土地開発公社が所有しております土地

について、現状において土地開発公社が土地を取得する際は、町がある目的をもっ

て事業をやる、そのその事業用地を先行取得するというのが土地開発公社の役割で

ありますけれども、そのために取得していた土地を売り払おうという内容のもので

ございますが、これには事情がありまして、いわゆる土地開発公社そのものの存続

について、平成16年度中に理事会に問題提起をしていこうということから、それと

並行して、話し合いがつけば、今公社が取得している土地を町が買い取ると。町の

立場で言いますと、町は買い取るということを今年度において行いたいということ

でこの３カ年実施計画にのせたものでございます。

したがいまして、松葉町の広場に関する土地と湖南地区緑地用地とは全く別のも

のでございまして、この湖南地区緑地用地というのは、湾月町と筑紫恋に及ぶ緑地

として活用するために土地開発公社が先行取得した土地ということでございます。

委 員 長 ８番。

８ 番 そうすると、松葉町憩いの広場と、今言われている湖南地区のは全く別とは全く

関係なくてやっていきますよと。今言われているように、土地開発公社が存続とい

うか、土地開発公社をそのまま残すか、あるいは……。

今先行して取得しているということで、その土地を確かに買ってはあるんですが、
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その買う目的がやはり先行取得という意味があったからこそ土地開発公社は持って

いたと思うんですよ、買ったというか。それを今、町が、じゃそれで何事業をする

のかと。それを買うだけ買って、ただまた寝かしてしまうのか、あるいは町が一た

んあれして、また今度逆に一般に開放するのかとか、その使い目的が何であるのか。

急に平成16年度で、３カ年計画で見ると６件のそういった場所を町が買うことに

なっている。総額的に１億を超えているわけですけれども、その使い道というのか、

それがあって急にこの16年で浮上してきたのか。あるいは、今言ったように一たん

町の財産にしておいて一般に売り払おうという目的なのか、その辺の計画は。出た

以上は、何か計画があるのかなというふうに思いますけれども。

委 員 長 まちづくり推進課長。

お答えいたします。ま ち づ く り
推進課長

土地開発公社が先行取得をする。先行取得をする段階で、既に町としてはその土

地を求める目的を持っていなければならないということになるのは当然のことでご

ざいます。したがいまして、例えば最初の湖南地区につきましては、緑地用地とし

て取得をするという目的を持っての先行取得でございました。この土地について具

体的にどうするのか、緑地としてどうやっていくのかという計画については、今の

ところ持っていないというのが実態であります。

それから、子野日公園２件ありますけれども、これはここに書いてありますよう

に、駐車場用地として使うための取得でありました。したがって、もう既にその目

的に沿って使われているものもありますし、今後もそういった目的を持って使われ

ていくものというふうに考えられます。

さらには、住の江町駐車場用地につきましては、病院の職員の駐車場として既に

これは使われているという実態が現実としてはあるわけであります。さらに、宮園

地区公園緑地用地取得事業につきましても、これも情報館の裏の方といいますか横

の方の駐車場として、既に町の施設の駐車場として使われているという実態がある

ということ。さらには、門静地区の緑地用地につきましても、門静駅の横の元ＪＲ

の土地でありますけれども、これにつきましても集会所の駐車場として既に今使わ

れていると。こういう実態を踏まえまして、町が買い取るという方針をここに示し

ているところでございます。

委 員 長 ８番。
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８ 番 そうすると、今言われたように、今のところは町が、もう既に使われているから

その実態に即して取得してそのまま置くと。そのまま使っている状況に照らして、

そのように実態に任せるというか、今のところは、それらをどうこうするという考

え方はないというふうにとっていいですか。

委 員 長 まちづくり推進課長。

近々、こういう整備をするという考え方は今のところ持っておりません。ま ち づ く り
推進課長

委 員 長 ８番。

８ 番 そして、面積はこの３カ年計画に載っておりますが、位置図というか、地図上で

は先ほどちょっと説明させていただきましたけれども、それは出ますね。

委 員 長 まちづくり推進課長。

既存のもので位置を落としたものはございません。したがいまして、必要があれま ち づ く り
推進課長

ばこれからつくりたいというふうに思います。内容について、５万分の１の地図に、

大まかになりますけれども、それで示すということでよろしいでしょうか。

８ 番 お願いします。ではいいです。

委 員 長 それはこの会期中にできますか。

はい。ま ち づ く り
推進課長

委 員 長 では、よろしくお願いします。

他にございますか。

４目まちづくり推進費、ありませんね。

（な し）

委 員 長 なければ先へ進みます。

５項公園費、１目公園管理費。

14番。

１４ 番 児童公園、梅香町はやっとトイレをつくっていただくと、こういうことになりま

した。もう何年来待ち望んでいたものがやっと実現であります。

ところで、問題はいつ仕事をやられるのか。港町１号公園は、暮れも押し迫って

これから酷寒の候になるというころにやっていましたね。あれでは困ると思うんで

すね。なるたけ早く工事をやっていただく、その辺いかがですか。

建設課長。委 員 長



- 355 -

建設課長 実施時期、いろいろ私どもの仕事の事務量の関係でのおくれとかがあって、冬季

に入らざるを得なかったと。今年度については冬季工事を避けるために、できるだ

け早い時期に発注していきたいというふうに考えておりますので、ご理解いただき

たいと思います。

１４ 番 以上です。

委 員 長 １目の公園管理費、他にございますか。

（な し）

委 員 長 なければ先へ進みます。

６項住宅費、１目建築総務費。

ありませんか。

（な し）

委 員 長 ２目住宅管理費。

ありませんか。

（な し）

委 員 長 ３目住宅建設費。

ありませんか。

（な し）

委 員 長 なければ先に進みます。

８款消防費、１項消防費、１目常備消防費。

ありませんか。

（な し）

委 員 長 ２目災害対策費。

２番、安達委員。

２ 番 先日、15年度の補正予算で１番委員さん触れておられたんですけれども、防災と

いうんですか、災害、今気象台も非常に予報が進みまして、適切な予報を我々住民

というか、国民に正確な情報を流してくれるんですけれども、ただ、間違いなく大

きい、例えば豪雪だとか、さまざまな警報関係なんですけれども、これについて、

防災無線でこういう情報を町民に流す必要があるんではないかと思うんですけれど

も、その辺についてお伺いしたいんです。

委 員 長 総務課長。
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総務課長 お答え申し上げます。

気象情報におきます防災無線の活用という部分につきましては、この定例会にお

きましても他の議員さんからもいろいろ提言等々もいただいております。

防災無線の目的というのは、いわゆる災害を防止するための情報を提供するとい

うことに尽きるかなというふうに思います。そういう中におきまして、これまでに

も大きな台風であるとかこういったものについての事前情報、近づいていますとい

うような事前情報も流したことはございます。一般的に多く使われてきているのは、

ご案内のとおり地震によります津波、こういった緊急の情報という形の中で伝達を

する上では、早期伝達という上で非常に効力を発揮しているいうふうなことで思っ

てございます。

それで、気象情報、以前にもお答え申し上げたんですが、いわゆる気象台で出し

ます予警報の部類、気象予警報の部類というのは非常に多岐にわたります。その回

数、頻度も非常に多いという形に相なってございます。極端な言い方しますと、ち

ょっと大き目の低気圧が入りますと、一日のうちに10数本の情報伝達が入ってくる

というような形になってございまして、これを逐一防災無線を使って全戸に周知す

るという部分についてはいかがかなというふうに存じております。

と申しますのは、現実の問題として、テレビあるいはラジオ等でのいわゆる天気

予報という部分については、非常に町民の皆さんも関心持っておりまして、翌日の

天気予報 「雪が降るね 「雨が降るね」という会話が日常会話の中でよく出てき、 」

ておりますし、また、大きな災害、台風など来ますと、テレビ等の民放それからＮ

ＨＫ問わず、テロップ等で逐一その情報がかなりのボリュームをもって流れている

ということもございます。

その点からしますと、やはり防災無線で流す部分につきましては、地域に密着し

ているといいますか、テレビ、ラジオで伝達されないような、いわゆる地域にとっ

て必要な情報、例えば道路の通行どめの情報であるとかそういったような、いわゆ

る気象に準拠したようなものとして流していく必要があるのではないかなというふ

うに思っております。

そういった部分では、これまで論議をいただいている中で決して十分であったと

いうような認識は私も持ってございません。今回の部分の反省等も踏まえながら、

さらにこの防災情報の関係については関係するそれぞれの課の方とも詰めさせてい
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ただいて、適切な情報、それからその情報を出すに当たっても、聞かれている町民

の方々の方から逆に、情報そのものがうるさいとでもいいましょうか、そういうよ

うなことで逆の効果を生まないようなことも考えながら進めたいなというふうに考

えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

委 員 長 ２番。

２ 番 厚岸町は、ご存じのとおり１次産業に支えられている厚岸町なんですけれども、

海にしろ山にしろ、その災害の種類によって、いずれにしても１次産業は災害は受

けるわけなんです。私も、地域に密着した情報を流してほしいということを言おう

と思ったんですけれども、今答弁いただいたんですけれども……。

例えば特に、先ほどもちょっと議論あったんですけれども、豪雪の場合、除雪す

るのに、路上駐車いわゆる違法駐車ですよね、これが非常に多いと。これは、車と

いうのは非常に高額なものですから、やはり傷つけないように除雪する。これはか

なりやはり手間というかむだな時間、それからせっかくやってもきれいに除雪がで

きないと、そういう状態になると思うんですよね。ですから、防災無線を通して町

民の方に駐車しないように協力を願う、または警察あたりと連絡を取りながら、そ

ういうものを取り締まってもらうというふうにしていくと、除雪もある程度スムー

ズに早くできるんじゃないかなという気もするんですけれども、その辺についてい

かがでしょうか。

委 員 長 総務課長。

総務課長 お答え申し上げたいと思います。

一つの例として積雪、豪雪の関係でございますけれども、確かにおっしゃるよう

に、こういう身近な情報といたしまして、先ほども除雪の関係、作業の進捗状況ど

うなんだというような論議もございました。それとあわせまして、私どもの方で今

回の雪等において流しておりますけれども、交通事故防止上ということの呼びかけ

の中で、外出をできれば控えるようにというようなことも含めながら、いわゆる除

雪作業に支障のある駐車の防止というようなことも、防災無線等を活用させていた

だいて流させていただいております。

そういうようなことで、おっしゃられる部分ごもっともでございまして、そうい

った情報の中で皆さんが気をつけていただいて協力いただくということによって、

除雪もスムーズにいく、あるいは事故防止につながるというような部分というのは
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大事なことだというふうにも思います。

ただ、流すタイミング、こういったような部分もあろうかと思いますので、この

辺につきましては、先ほども申しましたけれども、関係課とさらに詰めさせていた

だいて、より効果的な防災無線の活用という部分で今後も研究検討を進めさせてい

ただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。

委 員 長 ２番。

２ 番 先ほど言ったように、やはり厚岸町は自然条件、気候条件と非常に密接が深いわ

けですから、今お話を聞いていますと、基準といいますか、例えば警報であれば流

すとか、注意報であれば流さぬとか、厚岸に本当に密接したような形の情報を基準

に、こういう場合については無線で流すとか、何かそういう基準になるマニュアル

のようなもの、そういうものはあるでしょうか。

委 員 長 総務課長。

総務課長 お答え申し上げたいと思います。

この町の防災行政無線の活用の規定といいましょうか、要綱が設けられておりま

して、その中には防災無線の活用という部分の項目の中に、気象予警報の伝達とい

うものがございます。そのほかに行政情報の伝達、いわゆる通常の行政情報をいろ

いろ朝夕流しておりますけれども、そういったような伝達だとか、こういった部分

もあります。

ただ、気象予警報の伝達という部分で申し上げたいと思いますけれども、基本的

にこの防災行政無線を設けたという部分の背景には、いわゆる災害等に応じていろ

んな情報が遮断された場合に、例えばテレビ、ラジオ等が遮断されたという場合に

は、もう完全な情報の遮断という部分が出てまいります。そうしたときに、いわゆ

る気象の情報を伝達する手段として、有線ではなく、無線を活用した中での地域の

中に全体にお知らせするという部分では、この防災無線の役割というのは非常に大

きなものがある。整備の目的に中には、そういったような緊急災害時に備えるため

に設けられた設備であるということはご理解いただいているとおりでございます。

それで、基準ということでございますけれども、これまで一応予警報について行

うということでございますけれども、明確にこういった情報を出すんだというふう

に決めているのは、地震津波におきます津波注意報・警報、これにつきましては一

刻を争うというようなことから、必ず防災行政無線を活用するというふうにいたし
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ております。

ただ、一般の予警報につきましては、例えば警報といいましても非常に多くの種

類がございまして、日常的にいろいろな警報が出てまいります。それを選択して、

この警報であれば云々だというのは非常に難しい部分がございます。したがいまし

て、私どもこれまで取り扱ってきているのは、例えば台風であるとか、大きな低気

圧であるとか、全国の、日本の、こちらの方に向かってくる間にいろいろな被害状

況等が出てまいります。そういったような規模、そういったようなものを考え合わ

せながら、いわゆる注意を促すような情報をやはり住民の方に流していくべきであ

ろうなと、このように考えております。

それと、先ほど言いますように、一つの、例えば台風に対します情報というのが、

非常に多くの情報が出てまいります。極端な言い方をすると、１時間ごとに刻々と

変わる情報が伝わってくるということでございます。これをすべて防災行政無線で

流すという形になりますと、聞いている方は一方的に聞くような形になりますし、

逆に言うと、そういった情報であれば、テレビ、ラジオ等の情報が遮断されていな

い限り、向こうの方が早いわけですね。どちらかというとタイムリーな形で入って

おります。そういったタイムリーな情報は、そちらの方の手段として得られている

というような形でございますので、やはり要所要所で必要な情報というような部分

を選択して流していくことが必要なのかなと、このように考えております。

特に、今申したように基準、マニュアルという部分で申しますと、そういう一般

の予警報においての、例えば低気圧何ぼ以上の大きさであれば出すんだという基準

というようなものは、今言ったような趣旨の中で設けておりませんので、ご理解を

いただきたいと思います。

委 員 長 ２番。

２ 番 そういう警報、注意報、それは一々流されないということもわかりました。そう

だと思います。

ただ、雪に関して、先ほど言ったような違法駐車に対しての町民の協力呼びかけ、

それからまた、除雪車が何でこんなに積もっているのに来ないんだろうという町民

の不満、不安、そういうものがあるわけなんで、できればそういう除雪関係にも町

民に、例えば、もう少し我慢してくれと、雪がまだ盛んに降っているのでもう少し

辛抱してほしいとか、何かやはりそういう情報を流すのも非常に大事なサービスの
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一つだろうなとそのように考えるわけなんで、その辺についてもう一度お答え願い

たいと思います。

委 員 長 総務課長。

総務課長 防災無線全体に係ることですので、私の方からお答えさせていただきたいと思い

ます。

先ほども他の委員さんとのやりとりの中でも申しましたように、なかなか作業の

進捗状況を適切にとらえて適切に情報を出すという部分、非常に難しい部分もある

かと思います。そういった中で、どこまで出せるかという部分、それからタイミン

グの問題もありますので、その辺につきましては、さきに建設課長の方からもお答

えしているように、さらにあり方という部分について検討いたしまして、住民の方

々、町民の方々が除雪の作業協力ができるように、あるいは、その情報に基づいて

外出等のいわゆる行動に参考になるようにというような部分、十分念頭に置きなが

ら、タイミング等を考えさせていただきたいというふうに思いますので、ご理解い

ただきたいと思います。

委 員 長 12番、谷口委員。

１２ 番 たびたび防災無線が昔のラジオの音みたいのが流れるときあるんですけれども、

あれは試験送信なんですか。

委 員 長 総務課長。

総務課長 すみません、どういう内容なのかよく理解できないんですが、一般的に流してい

るのはチャイムでの部分、それから定時的に７時半あるいは夜６時何ぼでしたか、

定時に行政情報として流している部分、これ以外には臨時的に流す情報、それから

気象等の緊急情報、こういったものかと思いますけれども。

委 員 長 12番。

１２ 番 そうしたら、うちのが壊れているのかどうかわかりませんけれども、一定の時間、

電波を受信したのかなというような音が流れるんですよね。それで、その後何かあ

るのかなと思って待っていれば、すっと切れちゃってそのままになるんですけれど

も、それは何なのかということなんです。

委 員 長 総務課長。

総務課長 全体的な中でそういう状況が起きているということではないので、恐らく地域的

な何かの混信電波といいましょうか、そういうような部分があるのかなというふう
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に思いますけれども、個別に当たってみなければ、現状では何とも申し上げられな

いかなというふうに思っております。

ただ、私ども全体的の中で、ある一定の中でそういうものが頻発しているとか、

こういう状況が起きているというような情報としていただいておりませんでしたの

で、ちょっと今の段階では原因が何であるかというような適切なお答えはできない

という状況でございますので、ご理解いただきたいと思いますし、なおその個別の

部分については、個別の調査等によって対応を図ってまいりたいなというふうに考

えております。

委 員 長 12番。

１２ 番 故障していれば音も出ないですよね。その原因については、やはりちょっと調査

してほしいなというふうに思うんですよ。うちのは時々なるんですよね。この後何

かあるのかなというような感じなんですよ。例えば、ピンポンパンとか何というん

だかちょっと忘れましたけれども、そういう音が入る前に音が入り出しますよね、

ツーというような音が。それで切れちゃうんですよ。ですから、そういうことがほ

かの家はないのか。何かをやっているのかなと思ったりするんです。

それと、今、安達委員も質問されていましたけれども、今回、冬に太田でああい

う事故があったと。その後で無線流されていますよね。それで、今まで緊急事態で

は、あれと食中毒とあと何があったかちょっと忘れましたけれども、何回かやられ

ていると思うんです。今課長がおっしゃっていますように、台風でしたら相当南の

方で発生しまして、来るまで何日もかかって、北上が始まってもスピードがあって

もある程度の予測というか、そういうものを見ながらできる。ところが、今回の低

気圧は予測をはるかに超えるというか、そういう状況がありしまたよね。そういう

場合の対応というのは、やはりもう少し考えておいた方がいいのではないのかなと

いうふうに思うんですけれども、それについてはどう考えているのか。

それと、基地局とサブですか、ありますよね。例えば、送信については味覚ター

ミナルだとか消防でしたか、サブであるのは。そういうところから実際送信したと

か、そういうことは行われたことがあるのか。

委 員 長 総務課長。

総務課長 お答え申し上げたいと思います。

まず、異常気象に対します伝達という部分、これにつきましては、おっしゃると
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おりの方で、やはり町民の方々が意識していただくというのが一番大事なことかな

というふうに思っております。その意識によってテレビの情報を見るだとか、ラジ

オの情報を注意してもらうとか、そういう意識を高めていただくというのがまず必

要なのかなというふうに思っておりますので、その辺での広報という部分では、今

後さらに出すタイミング等を考えながら対応してまいりたいなと、こういうふうに

考えております。

ただ、常時この情報を出すという部分については、先ほど言いましたように、か

なりの回数になって頻繁になってきます。極端な話、聞いている方にしてみれば、

逆にうるさいというふうな苦情をいただくようなくらいの頻度で入ってくるという

ような状況でございますので、その辺のタイミングを見計らいながら必要な情報を

選択させていただきたい、このように考えております。

それから、無線の発信元の関係でございますけれども、通常は役場にあります基

地局でございます。そのほかにおっしゃられるように、コンキリエに予備局、それ

から釧路東部消防組合の方にも発信できる予備局がございます。厚岸町内では３カ

所からこの電波を発信できる。そのほかに、漁協の方で漁協の関係者、これは漁業

協同組合独自に町のシステムの中に併用といいましょうか、一緒に入るような形の

中でもってやっておりますけれども、それは漁業関係者の方への周知というような

体系になってございます。

それで、通常におきましては、すべて基地局、こちらの方から出しております。

それで、消防の方から出していただくというのは、実は先般の十勝沖地震津波の際

の第一報の通報というのは、まさに消防の方から出していただいております。これ

は事前協定を結んでおりまして、震度５以上の地震であって、なおかつ津波の警報

等あるいは津波の発生のおそれがあるとき、これについては第一報として消防の方

から流すんですというような事前協定を結んでございます。いわゆる事前命令とで

も申しましょうか、そういったものに基づいて消防機関が出している。つまり、我

々がこちらに登庁する行動を起こしている最中には、もう既に常駐の方から流して

いる。そういうような形の中で使われてきてございますし、今後におきましても、

例えばこちらの方がダメージを受けた場合については向こうの方からすぐ流すと、

これはコンキリエの方についても同じでございますけれども、そのような形になる

と。
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それで、実はコンキリエの方でございますけれども、まだ実践の中では活用した

というのはございませんけれども、実は、年が明けましたので去年ですけれども、

15年度の避難訓練の際にはコンキリエの防災無線を活用して、あそこの基地局を活

用した各地域への伝達訓練、これをやらせていただいております。これは、さきに

議会におきまして議員さんからの提言をいただいた内容に従いまして、そういった

訓練の中に取り入れて、万が一の際、こちらがダメージを受けた場合についての予

備として使えるような機能を持っているかどうかという確認をあわせながらさせて

いただいたということでございまして、こういった部分につきましては、今後もそ

ういった訓練等において活用してまいりたいなというふうに考えてございます。

それから、電波の障害等の関係でございますけれども、助役の方が経験がありま

すものですから、すいません、よろしくお願いします。

委 員 長 助役。

助 役 この防災行政無線の免許をいただくときに、電波管理局から免許をいただくんで

すが、デジタル式の周波数を与えられています、厚岸町。それで、近隣の町村に与

えられている周波数となるべく近寄らない値といいますか、それをいただいていま

す。恐らく、想像なんですが、混信だと思うんです。今、谷口委員がおっしゃって

いる例。役場の基地局のあるブースのところで私もしばらく聞いていましたら、関

東、関西、それから遠くは沖縄からの電波を拾う場合があるんです。これは雲の高

さや何かの影響があって 私は技術屋さんから聞いた話なんですが があって、

混信する場合があるよということなんですね。それは機械的に特別何かトラブルを

持っているわけではなくて、気象条件によってそういう場合もあるということなん

です。

我々がこの免許を与えられるときに、必ず発信元を言わなければならないという

ルールがあります。それは 「こちらは防災厚岸です」というのを必ずアナウンス、

の後にきちっと伝えなさいと。それで発信元がわかる。私が今、関東、関西、遠く

は沖縄と言ったのは、その町の名前を言っているから、これは混信だなということ

がわかったわけなんですね。

実はそういう特性も持っている機械だということですので、これは今調査をさせ

ていただきますというような総務課長が話をしていましたけれども、いつ混線があ

るかわからないですよね。それを排除するというようなことになると相当難しい問
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題があると思うんですけれども、そういう特性があるということでご理解をいただ

きたいと思います。

１２ 番 わかりました。いいです。

委 員 長 いいですか。

１２ 番 はい。

委 員 長 ２目災害対策費、他にありますか。

（な し）

委 員 長 なければ先へ進みます。

271ページ、９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費。２目事務局費。

３目教育振興費。

14番、田宮委員。

１４ 番 町立教育研究所の印刷製本費というのは、今年何かつくるんですね、これ。

それから、補助金なんですが、町立教育研究所の歳出の予算の中に、補助金とし

て町立教育研究所というのがあるんですね。こういう処理の仕方というのはおかし

くないですか。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 １点目の町立教育研究所の印刷製本費のご質問でございますけれども、平成16年
管理課長

度におきましては、小学校の３、４年生が使っております社会科副読本の全面改訂

の年になりまして、この副読本を３、４年生、それから今後の児童のことも含めま

して 350冊を印刷しようとするものでございます。この予算が 205万 1,000円の予

算計上をさせていただいているところでございます。

それから、町立教育研究所でございますけれども、今年度補助金を 192万ほど予

算の計上をさせていただいております。これにつきましては、研究所の中で部会あ

るいは委員会を設けていてそれぞれ活動しておりまして、経理につきましては、以

前はそれぞれ部会あるいは委員会ごとの予算経理でございましたけれども、昨年度

より一括した予算経理をしてとり進めるということで、このたびそういった部会す

べて合わせまして 192万の予算の計上をさせていただいたところでございます。

委 員 長 14番。

１４ 番 前段はいいです。

後段、よく説明がわからないんですが、これは町立研究所の歳出をここに定めた
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ものですよね。その中に補助金として町立研究所に 192万円出すんだと、こういう

処理の仕方というのはおかしいんでないですかと言っているんですよ。委員会事務

局費の中で、町立研究所にこれだけの補助金を出すというふうなものであれば納得

できますけれども、その辺はいかがなんですか。

委 員 長 管理課長。

教 委 再度の質問でございますけれども、この教育研究所につきましては、部会が２つ
管理課長

あるいは委員会が３つ、それから教育研究推進協力校というのが４校ございます。

それから、教育研究所研修会という組織もございます。さらには、先ほど社会科副

読本の印刷製本の話をしましたけれども、この発刊に向けて編集委員会を開いてお

りますけれども、こうした委員会もございます。それぞれ各学校の校長先生あるい

は担当の先生で組織されておりまして、それぞれが独自の活動をしてございます。

そういったことから、各種の会議の経費、あるいは研究をするに当たってのもろも

ろの経費ということで、かなり経理の内容が細かくて、しかも膨大になっていると。

さらには、補助金を受けてそういった目的に向かって進める方が非常に効率がよい

と、そういったこともございまして、現在この町立教育研究所に補助金を出してい

ると、こういう内容でございますので、ご理解を賜りたいと存じます。

委 員 長 14番。

１４ 番 町立研究所への補助金というふうにあるんだけれども、中身はいろいろあるんだ

ということを言っておられると思うんですね。書いて出してください。よくわかり

ません、文書として出してください。

委 員 長 管理課長。

教 委 直ちにということでありますが、若干時間をいただきまして出すようにいたした
管理課長

いと思います。

（ どのぐらい時間かかる」「直ちにとはいかないけど若干時間くれ「

と 「１時間ぐらい」の声あり）」

休憩します。 休憩時刻１４時１４分委 員 長

委 員 長 再開します。 再開時刻１４時１４分

管理課長。

教 委 大変貴重な時間をお取りいただきまして、申しわけございません。
管理課長
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今年度の町立教育研究所の補助金 192万円の各部会あるいは委員会ごとの予算で

ございます。

教育研究部会でございますけれども、これにつきましては各教科がございます。

国語、社会とかそういったすべての教科、12の教科の研究、さらには養護・障害児

教育等々の５つの部会、合わせて17部会の方でこうした教科の研究をしている部会

でございまして、これらの運営費あるいは研究会の交通費、会議費、そうしたもの

に経費を充てております。

次に、複式教育研究部会33万でありますけれども、これにつきましては、町内５

校複式ありますけれども、こうした複式の関係について日ごろより研究をしている

ということです。本年度、全道の複式研究大会が高知小・中を会場に行われますか

ら、当面はこの取り組みを推進しているということでございます。

それから、文化実行委員会で21万ほどありますけれども、これにつきましては、

文化的な活動の推進ということで、町内の小・中美術展あるいは書道展の開催をし

ているということで、これらに係るもろもろの経費であります。

それから、体育実行委員会20万でありますけれども、これについては、小学校の

陸上競技大会を毎年開催しておりますので、これらの経費というふうになります。

それから、情報教育研究委員会14万、これについては教育用コンピュータの部分、

指導の先生方のコンピュータ技術の研修と、そういったことに対して使っておりま

す。

それから、研究推進協力校として15万ということで、具体的にまだテーマは決ま

っておりませんけれども、各学校の持ち回りで４校を選定し、それぞれテーマを決

めていただいて研究を推進していくというものでございます。

それから所員の研修会、これについては９万円。

最後に、社会科副読本の編集委員会ということで、これにつきましては改訂に向

けての編集を毎年進めていると、こういった内容でございます。

以上でございます。

委 員 長 14番。

１４ 番 何か、当初これつくるのに１時間もかかるというような話だったですが、これは

その一部ですか、そうしたら。まだ何かあるんですか。

委 員 長 管理課長。
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教 委 いいえ、資料につきましてはこれだけでございますけれども。
管理課長

委 員 長 14番。

１４ 番 よくわからないな。不可解だ、これは。

教育研究所一本で 192万と、これだけのものがあるんであれば、大変透明性がな

いわけですよね。中身はわからないわけだ。こっちは正直だから、町立教育研究所

192 万、聞いてみたら案外こんなに分かれていると。これは、予算で補助金として

出すときにはもう一工夫して、透明性が確保できるようにやっていただきたい。

委 員 長 教育長。

教 育 長 実はここの予算なんですけれども、14年度まではそれぞれの部会、実行委員会名

で補助金を出しておりました。ただ、財政当局との協議の中で、補助金等の監査に

つきましては 100万以上が対象になるという部分がございます。それぞれ細かく対

象外にするよりは、 100万以上の一本にまとめる形で監査対象にして透明性を保ち

たいということで、15年度から一つにまとめたという経緯がございますので、ご理

解をいただきたいというふうに思います。

１４ 番 わかりました。

委 員 長 いいですか。

教育振興費、他にございますか。

（な し）

委 員 長 なければ先に進みます。

４目教員住宅費。

12番。

１２ 番 教員住宅なんですけれども、現在までの住宅の建設がどうなっているのかという

ことと、今年度は新築はないんですけれども、それはどういうことなのか。十分足

りているということなのかどうなのか、お伺いをいたします。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 教員住宅の建設の関係でお答えを申し上げます。
管理課長

教員住宅につきましては、議会のご指摘を受けまして、住宅を年次的に建設する

ということで平成９年度より平成15年度まで進めてまいりましたけれども、全体で

は28戸を建設しております。この中には、僻地教員住宅とそれから住宅公社を利用

しての建設、さらには公立学校共済組合の住宅、こういうことで現在まで28戸の建
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設を見ております。

これにつきましては、16年度以降につきましても建設の計画は委員会として持っ

ておりましたけれども、１つには、僻地教員住宅につきましては国庫補助金を充て

るわけでありますけれども、この建設については、やはりあいている教員住宅があ

る場合についてはなかなか補助金が認められないと、そういった事情もございます。

さらには、住宅公社あるいは公立共済住宅につきましても、それぞれ後年次以降に

償還金の負担というものが出てまいりまして、現在も合わせて 2,000万以上の償還

が毎年出てくると。こういった部分もございまして、背景としましては、こうした

財政事情の中ではなかなかこの教員住宅の建設については難しいと、こういった事

情もございます。私どもとしましては、現在の住宅を効率よく使用していただくと

いうことで、現在補修等に努力しているところでございます。

今後の建設計画のかわりといっては何ですけれども、そういった部分につきまし

ては民間活力を使ってということで、民間の方の力を借りましてアパートなりそう

いった部分を建設していただいて、そこに優先的に先生方に入居してもらうと、そ

ういったことを考えております。

ご案内のように、先生方につきましては北海道の職員でございますから、当然、

住居手当という部分が私ども職員と同じようにありますので、そういったことをに

らみながら、そういった民間のアパートを利用しての入居という部分も考えながら、

現在ある教員住宅とそういった新たな民間でのアパートと両面で進めていきたいと、

このように考えているところでございます。

委 員 長 12番。

１２ 番 今、説明されておりましたけれども、16年度以降の建設については、そうすると

これは白紙になってしまったということですか。

委 員 長 管理課長。

教 委 これにつきましては、当面、町の方で財政的に見て建設のめどがつくまでと、こ
管理課長

ういうことで押さえてございます。

委 員 長 12番。

１２ 番 教員住宅についてどのように考えるかということだと思うんですけれども、１つ

には、空き家が多いという話をされていますよね。空き家の原因は何なのかという

ことを、やはりきちんと一つは押さえなきゃならないんではないのか。それから、
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空き家になっている教員住宅はまだ償還の途上にある住宅なのか。そうするとそん

なに古い住宅ではありませんよね。そうすれば、その住宅が本当にきちんと補助対

象の事業として行われて建てられたにもかかわらず、住めるような住宅でないとい

うのはどういうことなのか。その原因をはっきりさせなきゃならないのではないの

かなというふうに思うんですけれども、それらについてどうなっているのか。

それから、民間活力というふうにおっしゃっておられますけれども、今回の太田

の事故なんかも含めて、やはりなるべく学校の周辺の住宅に住んでいただきたいと

いう地域の要望、父母の要求があると思うんですよね。そうすると、それらに対し

てはどういうふうにこたえるのか。それにふさわしい住宅になっていないことが、

通勤にならざるを得ない状況も一つにはあるのではないのかなというふうに思うん

ですよね。そういうのも含めてどういうふうに考えているか、もう一度説明をお願

いしたいというふうに考えます。

委 員 長 管理課長。

教 委 現在の教員住宅につきましては 120戸、現在あります。このうち、空き家の部分
管理課長

につきましては29戸であります。このうち、非常に建設の年数も経過しまして補修

についても難しいといったところが12戸ほどありますけれども、これについては、

将来的には解体せざるを得ないのではないかと、こういうことで考えてございます

し、残りの部分については、入居したいとそういった希望があれば、補修を進めて

入居していただくということでございます。

それから、民間活力の部分で、先生方のニーズといいますか、その絡みでありま

すけれども、先生方につきましても、こういった交通網の発達といいますか、道路

網非常によくなりまして、かなりの方が釧路から通勤しているという実情もござい

ます。それの一つの理由が、職員住宅が狭いとかそういった事情かといいますと、

必ずしも、私ども先生方と入居の際いろいろお話ししておりますけれども、そうい

う理由ではなくて、釧路市内、近郊に住宅をお持ちになっておりまして、お子さん

もそこに住んでいらっしゃってと、そういった事情で通勤をしたいと、こういった

ことがございますし、また、必ずしも教員住宅ではなくて町内の民間のアパートな

りに入りたいと、そういった先生方のニーズもございます。

いずれにしましても、私どもとしましては、できるだけ学校に近い職員住宅の方

に住んでいただきまして、地域の方々と触れ合いながら教育を進めてほしいと、そ
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ういう願いを持ってございますので、そういった面におきましては、各学校にあり

ます職員住宅につきまして、できるだけ営繕に努力をして、先生方の希望といいま

すか、そういったことを聞きながら職員住宅の利用を促進していきたいと、このよ

うに考えてございますので、ご理解をいただきたいと存じます。

委 員 長 12番。

１２ 番 もう12戸は使うに耐えないような住宅だという今説明ですよね。それがあること

が、逆に結果的には新しい住宅を建てることを困難にしている原因でもないのかな

というふうに思うんですが、それについてはどうなのかということ。

そうすると、あとの17戸なんですけれども、ある事故があってもう使えないだと

か、それから以前の入居者の使い方によって、とても人の住めるような状況になっ

ていない住宅があるだとか、そういうのも結果的にあるのではないのかなというふ

うに思うんですよ。そうすると、管理がどういうふうにされているのか、これらに

ついての責任はどういうふうになるのか。後の人が入れないような住宅になってし

まうというのでは困ると思うんですよ。そういうのはどういう扱いをしているのか。

例えば、町営住宅だって入居に当たってきちんと約束事があって、退去時にはそれ

なりの対応をして、その家を退去するということになっていると思うんですけれど

も、教員住宅はその辺はどういうふうになっているのか、説明をしていただきたい

なというふうに思います。

それから、厚岸に住まわれないで、他の町村に住宅を建ててそこから通われると

いう話なんですけれども、やはり厚岸に魅力を感じて厚岸に住宅を建てて住まいを

始められた先生も中にはいるんですよね。ですから、厚岸が全く魅力のない町では

なくて、厚岸のよさをやはり十分アピールしていくことも大事なことではないのか

なというふうに思うんですけれども、そういう点ではどうなんでしょうか。

委 員 長 教育長。

教 育 長 住宅管理規則によりまして、退去、住宅使用者の義務というものがうたわれてお

ります。その中では、当然のことながら使用者の責によるものについては、その費

用を負担して修繕を行うというふうな規定になっております。ただ、経年的にかな

り古くなっている部分もありまして、使用者の責だけではない部分でかなり修繕が

必要というふうな住宅ももちろんあります。それは予算の中で、入居されるときに

できるだけ住みよい環境をつくるような形で修繕してから入っていただくというふ
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うなことを考えております。

もう一つ、２点目ですけれども、他の市町村からという部分ですけれども、これ

につきましては、もちろん距離的に近い学校については、家庭の事情でそちらから

通われるというふうな先生もいらっしゃいますし、もう一つは、国庫補助の部分で

考えていきますと、建設してから20年程度は使っていかなきゃならない。これは、

教員住宅も、やはりほかの公共施設と同じような意味で、今後長い間使わなければ

ならないというふうな部分がございます。他町村で新聞等でも報道されましたけれ

ども、結局、学校がなくなっても住宅が残るというふうな状況というのが今後考え

られるとするならば、やはりそれはこれから統廃合を考えなければならないような

状況が少なくとも20年間以内には出てくることが予想されるときに、そこに国庫補

助金を使っての住宅を建設するというのは、やはり難しいのではないかと僕たちは

考えているわけです。

それともう一つ、先ほど言っていた部分ですけれども、民間の住宅というのは、

国庫補助にしても共済住宅にしても、教職員住宅というのは、元金に関して言うと、

ほとんど町の持ち出しというふうな形で建設してきております。これで 120戸を、

例えば約25年間で毎年４戸という形で更新していかなければ、ずっと永久に続いて

いくというふうなサイクルだと思うんです。

そうやって考えたときに、一つには、僕はある程度、例えば釧路市とかの状況を

みると、民間のアパートなりを使っていただいて入っている状況もある。そして、

民間のアパートを使うことによって、先ほど言いましたけれども、公務員としての

住居手当が支給されると。それをもってすれば、例えば５万円の住宅であれば２万

四、五千円の手当が出る。残りの部分については２万 5,000円程度。ところが、教

職員住宅の場合は、これ自体が福利厚生的な意味が含まれているということもあっ

て、住居手当の対象外になってしまいます。ですから、例えば１万 8,000円の家賃

を取れば、１万 8,000円の中に教職員は補助金をもらうことができません。そうい

う中では、僕はそういうふうな形で道の方からの手当が出るような住宅があっても

いいんではないか。そういう中との併用して建てていく。

先ほど課長の方から言いましたけれども、やはりここ一、二年は非常に苦しい中

で建てられないですけれども、これから全部が当然民間で賄えるとも思っていませ

んし、当然ながら、厚岸町にいらしていただける先生のために、住宅というのは今
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後も教育委員会でも建てていく。ただ、その中で、民間の住宅も建ててもらってそ

ういうところに入っていただくというふうな、少しお金は高くてもきれいな住宅に

入りたいというふうな要望のある先生もいらっしゃるということですので、その辺

についても考えていきたいと思います。

それと、先ほど厚岸町というふうなことですが、もちろん厚岸町に住居を構えら

れている先生もいらっしゃいますし、もちろん厚岸町の住民として厚岸町の魅力、

非常に感じている方、大変いらっしゃるというふうに考えております。その点につ

いては、できれば退職後、たくさんの人が残っていただければよろしいなというふ

うに思いますし、ここに居を構えて通われる方もたくさん出てほしいというふうに

考えます。

委 員 長 14番、田宮委員。

１４ 番 これまでに建てた教職員住宅の譲渡償還金がありますね、共済組合と住宅供給公

社。住宅供給公社の教職員住宅譲渡償還金については債務負担行為が起こされてお

りますけれども、この共済組合の職員住宅譲渡償還金ということでの債務負担行為

は起こされていないというふうに思いますが、いかがですか。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 債務負担の関係でございますけれども、住宅供給公社につきましても平成９年と
管理課長

平成10年に建てておりますけれども、これについては債務負担起きていますし、そ

れから公立学校共済組合の住宅、これまでも建ててまいりましたけれども、平成11

年、平成12年、14年と、それから今年度15年ありますけれども、これにつきまして

は債務負担行為の補正なり、そういった予算の措置をしてございます。

委 員 長 14番。

１４ 番 だから、住宅供給公社の教職員住宅譲渡償還金に関する債務負担ですね、平成９

年と平成10年。これは譲渡償還金として債務負担行為は起こされているけれども、

公立学校の共済組合の教員住宅については、あるのは、住宅の建設に関する債務負

担ですよね。住宅の譲渡償還金に関する債務負担ではないんではないですか。

休憩します。 休憩時刻１４時４３分委 員 長

委 員 長 再開します。 再開時刻１４時４９分

管理課長。
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教 委 大変申しわけございません。
管理課長

この公立学校共済組合の住宅に関する債務負担と、こういうことで議決をいただ

いておりますけれども、これの内容につきましては住宅供給公社と同じように、住

宅の償還金と同じ内容であります。公立学校共済組合につきましては、既にこうし

た名称で債務負担を起こしているといった経過がございまして、その後、今年度で

すか、平成15年度につきましてもそういった同様の内容ということで同じような債

務負担を起こしたと。同じ名称で債務負担を起こしたと、こういうことでございま

す。

いずれにしましても、この公立学校共済組合につきましても、住宅の償還、内容

的には償還という部分でございますので、ご理解をいただきたいと存じます。

委 員 長 14番。

１４ 番 中身は住宅の譲渡償還金だと。この平成11年から15年の教員住宅の建設に関する

債務負担というのは、建設に関する債務負担というふうになっているけれども、こ

れは譲渡の償還金だよ、そういうつもりで債務負担を起こしたんだと、こういうこ

とですか。

委 員 長 管理課長。

教 委 そのとおりでございます。
管理課長

委 員 長 14番。

１４ 番 紛らわしいので、きちんと譲渡償還金というふうに明記した方がいいんじゃない

ですか。どうなんですか、それは。

委 員 長 どっちが答えるの。行財政課長が答えるの、教育委員会が答えるの。どっち答え

るの。

行財政課長。

行 財 政 債務負担行為として起こしたことでありますので、議決条件であります。それで、
課 長

これは11、12、13、14と、この以前にこの名前があったために、今はもう消えてい

ますけれども、こういう名前を使った。マクロ的にこの建設に関する債務負担とい

うことでご理解を願えればと。今後においては、取り扱いについては、これは内容

的に明確な譲渡償還金でございますので、表現を今後についてはしてまいりたいと

思いますので、ご理解願いたいと思います。

委 員 長 14番。
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１４ 番 正確に言えば譲渡償還金なんだけれども、建築に関する債務負担行為になってい

るので勘弁してくれと、こういうことですか。

委 員 長 行財政課長。

行 財 政 過去における債務負担が譲渡償還金の内容がこういう表現で行ってきた、マクロ
課 長

的にとらえていただきたいということでございます。

１４ 番 はい、いいです。

委 員 長 他にございますか。

11番、岩谷委員。

１１ 番 ちょっとここで町内の小・中学校の先生の数、人数ですね、それをちょっと教え

ていただきたいと思います。それと、地元に居住している方とそれから地方から通

っている方、ちょっとそれわかりましたら教えていただきたい。

委 員 長 管理課長。

教 委 お答えを申し上げます。
管理課長

データちょっと、昨年の12月で押さえた部分がございますので、その時点でのお

話になります。この当時の教職員数につきましては 161名でございます。このうち、

厚岸町内にお住まいになっている先生方については 108名であります。約67％の方

々であります。町外から通勤されている先生方でありますけれども、まず、釧路市

あるいは釧路町の方については49名、それから浜中、標茶近郊ということで４名の

方々がこちらの方から通勤していると、こういう実態でございます。

委 員 長 11番。

１１ 番 ちょっと委員長にお願いがございます。これは全体にかかわることで、若干外れ

ることもありますけれども、そのときはちょっとご容赦お願いいたします。

委 員 長 はい。

１１ 番 実は、町外から通っている先生方の中に、ちょうど２月に事故があった太田中学

校、あの教員の方たちは、地元には教員住宅があったんだけれども、籍は標茶ある

いは鶴居、釧路から通っていたんですか。まずそれ第１点、お聞きしたいと思いま

す。

委 員 長 管理課長。

教 委 お答えを申し上げます。
管理課長

町内の教員住宅に住んでいる先生については４名でございます。それから、標茶
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から通勤している先生が１人、釧路市内からがお２人と、こういう状況でございま

す。

委 員 長 11番。

１１ 番 それでは、今回の太田中学校ですが、これは僻地校に指定されていますか。

委 員 長 管理課長。

教 委 太田中学校につきましては、僻地級の１級地でございます。
管理課長

委 員 長 11番。

１１ 番 それじゃ、僻地についても級があるんですね。差がね。

それで、町内に住んでいながら、僻地手当をもらいながら、恐らくこの今の中学

校の先生については、僻地手当を受けていながら、結果は標茶か釧路あたりから通

勤しているという状態なんですか。そこら辺ちょっとひとつ教えて。

委 員 長 管理課長。

教 委 先生方の僻地手当につきましては、北海道の職員ということで、道の給与条例の
管理課長

方の適用ということでございます。私どもの方の町の職員については、この僻地手

当の制度についてはございません。この道職員が対象になっております僻地手当の

支給につきましては、実は在勤地主義がとられてございまして、言うなればその勤

務地が僻地何級かとこういったことでございまして、これについては、私どもの方

でも受けております寒冷地手当のように、地域的給与における取り扱いの例になら

ったということでございます。

したがいまして、市内から通勤している、こういった場合につきましても、その

学校の所在地が僻地の何級地かでこの手当の支給の額等々が決まっていくと、こう

いったことでございますので、ご理解をいただきたいとこのように思います。

委 員 長 11番。

１１ 番 これは道教員の場合は道の方から来ますね。ですけど、恐らくこれは通勤手当を

もらいながら、それでしかも住宅手当も当たっている分というのは、僻地に住みな

がら地方から通っているということはちょっとおかしいんでないの。普通、本来な

れば、要するに学校のそれこそ周辺に、そこに住まなきゃならないのに、僻地手当

と通勤手当も恐らく標茶から通っている人は出ていると思うんですよ。そういうこ

とはないですか、僻地手当もらいながらそちらから通っているということについて

は。ちょっとそれをお教えいただきたいと思います。
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委 員 長 管理課長。

教 委 お答えを申し上げたいと思います。
管理課長

実際問題としまして、通勤している方で２キロ以上ですか、そういった方につい

ては通勤手当の支給がございますし、この僻地手当につきましては、先ほど言いま

したけれども在勤地主義がとられているということでございます。先生方の勤務先

のいかんが、その生活に影響を与えていることが一つには考えられますし、同じ学

校内で机を並べている先生方の間に、その取り扱いに差が生じたり、あるいは僻地

級の違いで手当の単価が異なるとこういった問題もあって、現在については、現行

の僻地手当の支給については、いわゆる在勤地主義がとられていると、こういう内

容でございます。

ただ、道議会での質疑の中では、この僻地手当の関係について議論が交わされて

いると、こういったことについては私どもも承知しております。

以上でございます。

休憩します。 休憩時刻１５時０２分委 員 長

委 員 長 再開します。 再開時刻１５時３０分

岩谷委員さん、どうぞ11番。

１１ 番 僻地手当につきましては、先ほど道条例を見た限りでは、一応道の方から先生方

の給料等については出ると。ただ、僻地手当をもらいながら通勤手当をもらいなが

ら、地元にやはりいてもらいたいということについては、それぞれやはり税金の面

も私、変わるんでないかなと思うんですよ。

それで、先ほど釧路に２人とそれから標茶から１人通っているということで、そ

の方の税金がどのぐらい僻地手当入れて入るのか、ちょっとそれお教えいただきた

いと思います。一人一人ではよろしいです。３人で大体どのぐらいの金額が税金と

して……。わかりませんか。出ませんか。

委 員 長 税務課長。

税務課長 突然の質問で戸惑っておりますけれども、税の部分について私の方から。

あくまでも住民税のことかと思いますけれども、１月１日現在、その町村に住を

構えている方に対して住民税が課税されるわけでございますけれども、それぞれそ

の方の収入からいろんな控除を引きまして、その出てきた所得に対しまして、それ
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ぞれ町の控除を引いて、その所得に対する住民税の額が決まります。今、学校の先

生を例にとられておりますので、特別徴収という形で学校から、給与から６月から

翌年の５月まで12カ月にわたって引いていただくわけでありますけれども、今言わ

れていましたことにつきましては、それぞれ個人、年齢、またその職責も違いまし

ょうから、収入も相当の開きもあろうかと思います。したがいまして、先ほどちょ

っと言いました控除額もそれぞれ変わってきますから、今ここで幾らとはっきり答

えられないということと、また、個人情報にもまつわることになりますので、ちょ

っと……。まあそこまでいかなくても、ちょっと差がありますので答えられないと

いうのが現状でございます。

委 員 長 11番、岩谷委員。

１１ 番 税金の金額につきましてはわかりました。ただ、個人ではなく、大体釧路２人、

それから標茶から来ている分について、このぐらいの税金が地元にいることによっ

て当然やはり地元に落ちるということだけのことで、別に金額的なことについては

よろしいです。

ただ、やはり先生方については、あくまでも地元、しかも学校の地域という言い

方の中で、当然こういう税金等につきましても、やはりいればそれだけの効果があ

ると。だから、できるのであれば、当然地元の地域に住んでいただきたいと。そし

て僻地手当とそれから通勤手当ですね、これは道の方に十分教育委員会を通じまし

てお話ししていただきたいなとそう思いますので、その点についてもう一回お答え

いただきたいと思います。

委 員 長 教育長。

教 育 長 町民税の関係につきましては、町内にいる先生の部分はある程度押さえられます。

太田中学校で言うと、１人平均約20何万というふうな数字になります。ですから、

概算で言えばそれ掛ける３ぐらいの数字なのかなというふうには思うんですけれど

も。また、教育委員会自体としても、できるだけ町内に住んでいただきたい。経済

効果あるいは文化的な地域に対する影響含めて、町内にできるだけ住んでいただき

たいという意味でも、住宅の充実についても今後も図っていかなければならないな

という気持ちではおります。

ただ、先生の場合、共稼ぎも多いもんですから、別々に暮らすというわけにはい

かないという中で、どちらかの町村に居を構えるというやむを得ない事情もあると
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いうことは考慮していただきたいなというふうに思います。今後ともできるだけ町

内の居住率高くなるように、道の教育局とも相談する中で要望していきたいという

ふうに思いますので、ご理解をお願いいたします。

委 員 長 いいですか。

１１ 番 よろしいです。

委 員 長 ほか、４目でございませんか。

（な し）

委 員 長 進みます。

５目就学奨励費。

12番、谷口委員。

１２ 番 現在の奨学資金の運用状況について、ちょっと説明していただきたいんですが。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 奨学資金の運用状況についてお答え申し上げます。
管理課長

現在、貸し付けを行っている人数でありますけれども、11人でございます。月の

11人の合計額ですけれども、一月の貸付金については21万円という状況でございま

す。現在の基金の運用の残高でありますけれども、２月末で 564万 1,000円という

ことで、この中で貸し付けを行ってございますし、また、償還の方につきましても、

12月の定例議会の予算質疑の中でもご指摘がございましたように、かなりの未返還

者がいらっしゃるというようなことで、現在、この２月にも本人あるいは連帯保証

人の方に文書を出しておりまして、相談に応じるようにいうことで、今後につきま

しても積極的にその本人あるいは連帯保証人との接触を図って、未償還の解消に努

めていきたいというようなことでございます。

以上です。

委 員 長 12番、谷口委員。

１２ 番 現在、高校生、専門学校、大学含めて11名の方が利用されているということなん

ですね。それで、高校、専門学校、それから大学別にちょっと教えてほしいのと、

それから現在の残高が 564万 1,000円と言いましたか、この残高で今後の運用には

支障を来していかないのかどうなのか。それから11名、今利用されているんですけ

れども、今後新年度に向けて、当然、奨学資金の利用希望者が出てくると思うんで

すが、これらについて、この残高でやっていけるのかどうなのか、お尋ねをしたい。
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それと、未償還の問題なんですけれども、これで、例えば結果的にあきらめざる

を得ないというのが、未償還の全体額はちょっとわかりませんけれども、その中に

あるのかどうなのか、それらについてお尋ねをいたします。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 現在貸し付け中の11人の内容でありますけれども、大学生が６名、それから高校
管理課長

生が５名であります。

それから２点目の、今後、今の残高でやっていけるのかとこういうことでありま

すけれども、現在 564万 1,000円ということで、毎月の部分が今年度までについて

は21万ということでございます。償還の方も、定期的に償還されている方、毎月の

方、あるいは年１回ないし２回ということで、きちっと約束どおり償還されている

方もおりますので、今後10名ぐらいで推移すれば、そういった中では現在のところ

この残高の中で運用できるのではないかと、こういう見通しでございます。

それから、３点目の未償還者の部分でありますけれども、もう既に返還期間が過

ぎているという方が46人いらっしゃいまして、この貸し付けの総額が 2,400万ほど

ございまして、このうち返還されているのが 940万ということでございまして、そ

の残高については 1,470万ほどございます。この方々、46名について現在のところ、

ただいま申し上げましたように、ご本人あるいはご両親、さらには連帯保証人の方

に文書あるいは電話等で督促を申し上げているところでございまして、今後、機会

あるごとに返還についてのご相談あるいは接触を十分図ってまいりたいと思います。

ただ、現在この46名の中にはなかなかご返事もいただけないという方もいらっし

ゃいますので、その辺につきましては十分これらの方々に対しまして接触を図って

いきたいと、このように考えてございます。

（ 答弁漏れあるはずだ」の声あり）「

教 委 ただいま申し上げた数字の中で、若干訂正をさせていただきたいと思います。
管理課長

46名と申し上げましたけれども、返還期間を過ぎている方につきましては22名で

ございまして、その未償還額については 473万 8,000円でございます。この22名の

うちに、返還が全く見込めないという方については、現在私どものとらえている段

階ではいらっしゃいませんので、今後も引き続きその償還額の返還について、ご両

親、本人、連帯保証人の方に当たってまいりたいと、このように考えてございます。

委 員 長 12番。
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１２ 番 22名の方が 473万、それから46名というのは何なんですか、そうすると。償還中

の人ということなんですか、それともまだ幅広く償還者がいるということなんです

か、ちょっとこれ、わからないんですけれども。本当に償還しなきゃならない人が

何名いて、未償還者が何名いるのか。その辺、詳しく説明してください。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 46名の内訳でありますけれども、まず、返還期間を過ぎていると。今現在返還
管理課長

期間は10年ということでありますけれども、これを超えている方が22名で 473万

8,000 円であります。それから、まだ返還期間を超えていない、まだ返還期間内の

償還者について24名いらっしゃるということで、この貸し付けの残高が 1,004万

6,000 円であります。それで46名で、総額 1,478万 4,000円という内容でございま

す。

委 員 長 12番、谷口委員。

１２ 番 今言われた額が 1,400幾らですか、未償還額が。その額が片方にありますよね。

それから、償還がそれぞれ入ってきている額が今年度は幾らあって、大体 250万ぐ

らい今のペースでいくと必要な額なわけでしょう、15年度で言えば。16年度どうい

うふうになるかちょっとわかりませんけれども、大体年間 250万ぐらいのお金は貸

し付けに必要な額と。そのバランスはどういうふうなのかということをちょっと聞

きたい。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 11名現在貸し付けしている方がおりますから、それが約 250万となりますし、ま
管理課長

た、年間の償還額でありますけれども、大体 305万 2,000円、さらに今後の推移に

よっては若干ふえてくるのではないのかと。こういったことを考えますと、今回の

残高 560万ほどありますけれども、そういった中では運用については、特別奨学生

の希望が多くならない限りはやっていけるのではないのか、このように考えてござ

います。

委 員 長 12番、谷口委員。

１２ 番 残高も今 560万あるけれども、以前はピンチに陥って町の方で積み立てしていま

すよね、２カ年ぐらいにわたって。それによって何とか危機的なところを脱出して、

それをやった結果、今回はここまで来て、貸し付けをしている額より返ってくる額

が今のところは多くなったということだと思うんですよ。
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それで、その中でも、現在、貸し付けを希望されている方に満度に貸しているわ

けではないですよね。いろんな制約をつけて、例えば兄弟２人たまたま利用したい

という場合には、下の方は遠慮してもらっているんだったかな、半額にしているん

だったかちょっと忘れましたけれども、そういう措置をしているわけでしょう。そ

れで間違いないか、ちょっとお尋ねしたい。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 ご質問者お話のように、平成11年から13年にかけまして、奨学生の希望者が非常
管理課長

に多かった状況もございまして、残高も少なくなったということで、このときにつ

いて、各年 200万ずつ基金を予算化して積み立ててございます。この 600万により

まして現在まで運用されてきたということでございます。

それで、制約の部分につきましては、たしか平成10年あたりだったかと思います

けれども、この年に奨学生の希望者が非常に多かったと。その中で、ご兄弟のご家

庭がおりまして、お２人とも受けたいというようなことがございましたときに、基

金の運用のこともございましたので、このときにはお２人のうち１名だけを選定し

たという経過がございます。現在のところ、そういった状況にございませんし、制

約については、このときがこういうことだったから、それがずっと今後も続けてい

くというようなことについては思ってございませんし、毎年の奨学審議会の方でそ

ういった状況説明をしながら選定をしているというようなことでございますので、

ご理解をいただきたいと存じます。

委 員 長 12番、谷口委員。

１２ 番 そうすると、結果的にはまだ積立額まではいってないということですね、現在の

状況で言えば。 600万までいったんだけれど 564万ですか、そこまでしか到達して

いないということになると、結果的にはまだ食い込んだ状態にあると。ピンチは脱

出したけれども、何とかそれを超えることろまでは来ていないという状況だと思う

んですよね。これがもう一年ぐらい、今年のペースでいけばそこを乗り越えること

ができるのかもしれないけれども。

それと先ほど言った、そうすると、あのときだけの暫定措置であって、今は２人

希望されると２人とも貸し付けをしているということなんですか。

委 員 長 管理課長。

教 委 当時 600万を積み立てしたという時期は、たまたま希望者が多くて年間の貸し付
管理課長
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付け金額が 500万という年が２年続きました。そういった状況がありますけれども、

こういった方々についても、大学を卒業と同時に償還の方が始まってくるというよ

うなことでございますから、それらの方々の償還が今後、現在の 560万ですか、そ

ういった部分に上積みになってくるというようなことでございますから、極端に奨

学生の希望者がふえない限りはやっていけるのではないのか、このように考えてご

ざいます。

その制約の部分については、毎年の審議会の方に諮りますけれども、その過去の

例を今年以降についても適用するかというとそうではなくて、それはそのときの審

議会の審議の中で、貸し付け残高とかそういったもろもろのことを踏まえて選定し

ていくと、このように考えてございます。

委 員 長 12番、谷口委員。

１２ 番 ただ、２人いる場合だとかいうのは、当時も話あったんですけれども、結果的に

親御さんが償還に当たるようなケースが多いということですよね。ただ、そうは言

っても、向学心に燃えた子供たちが、やはりきちんと学校に行けるような体制を支

えてやるということが大事だと思いますよね。そういうことからすると、奨学資金

の利用に当たって、子供さんと親御さんのお互いの確認というか、そういうものを

きちんとしていただく、そういう指導もしていくということが大事ではないのかな

と。せっかくある制度が、結果的に財政的な問題もあって利用できないというよう

なことがあってはまずいなというふうに私は思うんですよ。その辺では今後どうい

うふうに進めていくか、もう一度ご答弁願います。

委 員 長 教育長。

教 育 長 今、委員おっしゃったように、ここ近年では借りられる当該生徒さん自身に来て

いただいて、親御さんと一緒に確認をとっているということです。というのは、ど

うも従前は、親御さんが借りていて本人は知らないというふうな状況もあって、僕

は、返納がおくれるというか滞納につながるという場合もあったような気がするん

です。ですから逆に言うと、今は基本的にはあなたにお貸しするんですよという確

認をとる中で、卒業後働くようになったときには基本的にはご自身で返していただ

くというあたりを確認をとるということも大切なことではないかなというふうに思

っております。

それともう一点、兄弟がいらっしゃるという部分ですけれども、これはもちろん
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あくまでも奨学審議会の審査によるものではありますけれども、昨年もそのような

事例が出たときに、現在の中ではそれぞれお子さんの向学心を考え、経済的な事情

も考え、よろしいんではないですかというふうな答申をいただいておりまして、実

際にご兄弟に貸しているような事例はございますので、ご理解をいただきたいとい

うふうに思います。

１２ 番 はい、いいです。

委 員 長 いいですか。

ほかございませんね。

１番、室﨑委員。

１ 番 奨学資金でちょっとお聞きしますが、例えば国全体で言うと、日本育英会という

のが、未償還金が非常に多くてやっていけないような状態になってきているという

ような事例もありますよね。必ずこういう制度には、ある程度の償還がないという

ことは、これはあり得ると思うんです。 100％償還していないからけしからぬとい

うような種類の話ではないと思います。

ただ、いろいろ話を聞いていますと、一人一人全部事案が違うと思うんですよ。

おくれている方のね。いろいろな、やはり同情すべき状況があってなかなか思うよ

うに払えない人もいるし、それから、何で払わないのかというような経済状態の人

もいる。あるいは、こっちからいろいろな相談をしたいからというような連絡をし

ても、すぐ飛んできていろいろと相談に応じる向きもあれば、どうやってもなしの

つぶてというのもあるというようなことだというような話は前に聞いたことがあり

ます。

それで、銀行のＡランク、Ｂランクじゃないんですけれども、やはりきちんとし

たことを行わないと、公的なお金ですから、全然相手方から連絡がないので困った

なということでは済まないと思うんです。それで、やはりある程度の基準をつくっ

て、そしてこれはよろしくないというふうに思うものに対しては、法的な措置を含

めて相当きちんとした対応をとらなきゃならないというふうに思うんですよ。そう

いうあたり、どういうような基準をつくっているのか。それが１点です。

それから、いわゆる償還期日までに償還したものについてはこれは無利息だろう

と思うんですけれども、それをおくれた場合、これについてはやはり遅延損害金、

遅延利息というようなものは、その契約といいますか取り決めの中には入ってるん
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でしょうか。その２点、ちょっとお聞きしたいんですが。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 遅延理由につきましてはそれぞれ異なっておりますけれども、現在のところ、償
管理課長

還期限10年でありますけれども、これにつきましては、貸し付けをしましてその後、

大学なり高校を卒業した後、連帯保証人を通しての借用証書の方に入るわけであり

ますけれども、そのときに毎月幾ら、あるいは年何回の支払いというようなことで

相談を申し上げて決めるわけでございますけれども、遅延があったからといいまし

てその遅延の利息をいただくとかそういったことについては、現条例あるいは規定

の中ではそういった制度については持ってございません。

したがいまして、遅延があった場合については、私どもの方から文書あるいは電

話による督促を申し上げて、償還の方を進めていいただきたいというようなことで

現在のところ督励をしていると、こういう状況でございます。

委 員 長 もう一つ、答弁漏れ。

１ 番 いいです。また言いますから。

委 員 長 １番。

１ 番 そうすると、規定がないということになるというと、民法上の権利はあるわけで

すね。民法上の最低限の遅延の損害金の請求は、こちらは権利を持っているという

ふうに考えられると思いますが、その点はどう解釈していますか。

それから、全部そうせいというわけじゃないんですよ。それから、何とか金融の

ような強烈な取り立てをせいと言っているわけでもないんですから、その点は誤解

しないでくださいよ。

ただ、結局払わない方が得だというような形になっては決していいことではあり

ません。特に、こういう制度の趣旨から言って、それは一番よろしくないですね。

だから、細く長くでもいいんですよ。やはり最低限元金だけはきちんと払わなきゃ

ならないということは、例外なしに行わなきゃならないんですよね、制度として。

それで、もしどうしてもそのことがその人の生活を破壊するような、例えば月に

1,000 円ずつ払うことでもできないというような状況であれば、そういう状況をき

ちんと出して、公に免除をするなり何なりの処置をとらなきゃだめですよね。ある

いは、何年間の猶予をするというようなことをしなきゃだめですよね。

ですから、そういうことをきちんとしないままに、形式的に督促はがきを出して
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いれば向こうは何も言ってこないと。また今年も出しました、何も言ってこない人

が何人いますということではうまくないということを言っているわけです。ですか

ら、そういうものに対しては、早い話が支払い命令をかけるとか、いろいろな法的

処置を含めてきちんとしたことをしなければならないんじゃないですか。それから、

そういうことをだらだら続けていると消滅時効にかかりますよ。そういうことを含

めて、もう一度きちんとした答弁をしてください。

休憩します。 休憩時刻１６時０５分委 員 長

委 員 長 再開します。 再開時刻１６時１２分

教育長。

教 育 長 答弁に時間を要して申しわけありません。

先ほど委員おっしゃるように、民法上の権利は有しているというふうに考えます。

ただ、従前の中では、この奨学資金の性格を考えて、規則の中では延滞金等の条項

は設けておりません。ですから、私たちとしてもできるだけ元金を、長い期間をか

かっても結構だから返していただきたいという中では、先ほど委員おっしゃってい

ましたけれども、手紙だけの督促ではありません。電話もいたしておりますし、場

合によってはこちらから出向いたり来ていただいたりという中で、連帯保証人を含

めていろいろな形で交渉させていただいております。

そして、純然たる無返還者という部分は何人かいらっしゃいますけれども、それ

以外には不定期で返されている方。先ほども出てきましたけれども、期間が越えて

から、わかったと、そんなことがあったのかという中で、連帯保証人の中から不定

期でいただいている方もいらっしゃいます。僕も、前の状況から見ると随分改善さ

れているのではないかなと思っておりますし、今後の中においてもまだ、当然なが

ら督促もきちんと繰り返しておりますし、時効は成立していないという中で粘り強

く返還してもらえるように努力してまいりたいというふうに思います。

委 員 長 １番。

１ 番 私も別に、私もそういう利息の権利があるんだから必ずとらなきゃだめだという

ようなことを言っているわけじゃないんです。ただ、そういう権利があってもそう

いうものを猶予するということはできますからね。だから、今、教育長がおっしゃ

るように元金だけはきちんと。ただし、利息というのもする気になればできるんだ
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けれども猶予してあげますよ、あなたの方がちゃんと払うんならと。ということは

知っておく必要があると思います。

それから、こっちからいろいろ誠意を持って督促しても、そして経済状態も決し

て、どう見ても外見悪くないと思われるのに全く鼻もかけてくれないというような、

いわゆる悪質滞納者があった場合には、これについてはやはり断固たる処置をきち

んととって見せなきゃなりませんよ。そのことも、やはりこれからの仕事を進める

中にきちんと一項入れておく必要があると、そういうふうに思うわけです。今言っ

たように、いろいろな形で払っていただく分には大いに結構だと思います。

それから、口頭で、あるいは文書で督促さえしておけば消滅時効は進行しないと

いうのは、それはちょっと違うんじゃないかと思いますよ。催告というものの効力

というのは非常に弱いです。ですから、相手方から承認をとればその後は10年です

けれども、催告の場合には、たしかその時期が来た後、消滅時効が進行しています

ね、そのときにやると半年だけだったんじゃないかと。その後、より強力なものを

とらなければそこで消滅してしまうんじゃないかと。収入役あたりは専門家ですか

ら非常に詳しいだろうと思いますけれども、あるいは税務関係の方たちはそういう

ことは詳しいと思いますが、そういうことを含めて、やはりきちんとした対応をと

っていくと。あるいは文書で相手方に、いやいや自分はこれだけ持っているんだけ

れども待ってくれないかというようなのを一筆書かせればいいわけですから、承認

というのはね。そういうことを含めて、やはり落ちのないようにきちんとしていた

だきたいというふうに思いますので、よろしくお願いしたいんです。

委 員 長 教育長。

教 育 長 未返還者あるいは停止が長く続いている方たちについては、連絡自体はとれると

いうふうに僕たちは考えております。その中で、連帯保証人含めて何らかの形で連

絡をとれていますので、そういう意味ではまるっきり、何というんですか、先ほど

おっしゃったように生きているか死んでいるかわからないというような状況の部分

は、先ほど課長が答弁したとおりございませんので、その中で今後、もう少し督促

の方法等も研究させていただいて、できるだけ回収率を高めるように努力してまい

りたいと、かように思います。

１ 番 結構です。

委 員 長 よろしいですか。
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ほかございませんね。

（な し）

委 員 長 進みます。

６目スクールバス管理費、ございませんか。

（な し）

委 員 長 ２項小学校費、１目小学校運営費。

14番、田宮委員。

１４ 番 お伺いしますが、各学校の予算、今年度は食糧費と備品購入費、全部落としてい

ますよね。その理由について。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 学校配当の関係でのご質問でございますけれども、今年度につきましては、小学
管理課長

校、中学校の学校配当につきまして、まず１点目は、食糧費については減額したと

いうことでございます。これにつきましては、食糧費の支出の方がほとんどないと

いうような実態もございまして、今回落とさせていただきました。

それから、備品購入費でございますけれども、従来学校配当という形で各学校ご

とに配当しておりましたけれども、小学校費の方で 120万 6,000円、それから中学

校の方で66万 3,000円ほどございますけれども、この部分につきましてはこの配当

予算から外しまして、学校管理費の備品の方に移したという内容でございます。

こうしたことをとった理由につきましては、１つには、備品の方の整備も十分と

は言えませんけれども、ある程度進んできているという部分もございます。また、

小規模校と大規模校につきましては、備品の費用を配当するに当たって、やはり大

規模校に厚くなりますし小規模校につきましては少なくなると、そういった実情も

ございまして、やはり学校間の備品の整備にかなり差異が出てくるというのが１つ

と、それから、やはり大きな学校の予算規模が大きいわけですから、私どもの方か

ら言わせますと、今現在、備品を整備する必要がないものも見受けられると言いま

すか、そういうようなご相談もございましたので、これにつきましては学校間の均

衡を図ると、そういった意味からも、私どもの管理課の方でその辺の学校の要望を

踏まえた上で購入をしていくというようなことで、学校管理費の方にこの分は移し

たと、こういう内容でございます。

委 員 長 14番、田宮委員。
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１４ 番 マイクもう少しあれしてよく聞こえるようにしてもらわないと。あなた自分でわ

かっているけれども、私はわからないんだ、全然。

それで、今お伺いしますと、食糧費についてはほとんど支出がない。大体各学校

8,000 円程度ですか、予算はね。支出がないと言うんだけれども、食糧費というの

は何に使っていたんですか。何に使う目的で今まで予算が組まれていたんですか。

それから、備品購入費については学校管理費に持っていったというふうに言って

いますね。それは学校備品教材等整備経常経費が 734万 5,000円組まれていますね。

これのことですか、小学校の場合ね。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 食糧費につきましては、１校当たり 8,000円配当をしてございましたけれども、
管理課長

これについては学校の方で使う食糧費ということでございますので、来客の茶菓子

代といいますか、そういったことを予想しての配当予算だということでございます。

その点につきましては、これまでの支出状況を見ますと、最終補正予算で減額にな

ったり、ほとんどが使われていないというような実情もございますし、そんなこと

で経費の節約といいますか、そういったこともございますので、これについて今回、

この部分については予算の方から外したというようなことでございます。

それから、備品の方でございますけれども、これにつきましては、小学校にあり

ましては、小学校管理費の、ページで言いますと 292ページにございますけれども、

事業別で言いますと学校備品教材等整備経常というところの施設用備品購入の方に

この分を移したということでございますけれども、移すに当たっては、前年比の５

％カットということで計上をさせていただいております。

ただ、既定予算の部分につきましても、予算の方についてはある程度減額になっ

てございますので、総額としましては対前年と比べますと減額となっていると、こ

ういう状況でございます。

委 員 長 14番、田宮委員。

１４ 番 食糧費については年間 8,000円ですから、１カ月にしたって大したお金ではない

わけですが、お茶も飲まないというわけにはいかないんではないかと思うんですが、

何かほかのものを流用してやっているのかどうか。

それから、今の備品については、どうもあなたの発言がよくわからないんですけ

れども、各学校に配当していたものを今回学校管理費の中の学校備品教材等整備、
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ここへ持ってきたと言っているんですね。言っているんですか。はっきり言ってく

ださい。

委 員 長 管理課長。

教 委 学校配当の備品の予算につきましては、小学校管理費の事業別で言いますと 292
管理課長

ページにあります学校備品教材等整備の中の施設用備品購入の方に、先ほど申し上

げた理由によりまして予算の組みかえを行ったと、こういう内容でございます。

委 員 長 14番、田宮委員。

１４ 番 それならおかしいんだわ。去年 848万 6,000円の予算だったですね。当初予算、

去年ね。今言った 292ページの学校備品教材等整備、今年は 734万 5,000円ですか

ら約 100万減っているんですよ。減っているんですよ。それにもかかわらず、いや、

ここに各学校に配当されていたものを持ってきたんだと言うのでは、数字が合わな

いんではないですか。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 平成15年の当初が 848万 6,000円で、今年度の備品の総体が 734万 5,000円です
管理課長

から、ただいまのとおり減額になってございます。

この内訳を申し上げますと、まず、教材の購入でございます。これにつきまして

は、昨年 590万 7,000円の計上でありましたけれども、今年度 523万 7,000円をお

願いしております。これの差67万が減額になっているということでございます。こ

れの理由の一つには、学級数が３学級減ったという部分もございますけれども、１

学級当たりの教材の単価、昨年は12万 5,000円を見ておりましたけれども、今年度

につきましては５％カットしまして11万 8,750円と、こういうことで予算を計上さ

せていただきました。

それから、図書購入の方につきましても８万円ほど減額になっておりますけれど

も、これにつきましても、昨年１学級当たり１万 5,000円の部分につきまして、５

％をカットしまして１万 4,250円で予算計上させていただいたという内容です。

それから、学校備品費でありますけれども、昨年 187万の当初予算を計上してお

りますけれども、今年度、学校配当の方から回ってきたのが小学校にありましては

120 万 6,000円を２％カットしまして 118万 2,000円の予算の計上でございます。

そのほかに、各学校の児童数の机、いすの予算を計上して、合わせまして 147万

9,000 円で39万 1,000円減額ということです。
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これらの３つの減額を足しますと、ご質問者の言われましたように 114万 1,000

円の減額となると、こういう内容でございます。

委 員 長 いいですか。

１番、室﨑委員。

１ 番 今日の道新の朝刊、釧路圏28面のトップ記事は厚岸でございまして、若狭町長の

にこやかな横顔が写っておりました。環境保全実践校ということで、これは真龍小

学校の記事でした。これがいわゆる学校ＩＳＯと呼んでいる事業じゃないかと思う

んですが、ちょっとその中身を教えてください。

委 員 長 教育委員会指導室長。

教 委 それでは私の方から。
指導室長

この学校ＩＳＯにつきましては、現在、真龍小学校の４学年の子供たちが、環境

政策課の音頭で、環境にやさしいＩＳＯの趣旨を生かして私たちも頑張っていこう

ということで、この学年の子たちは昨年に引き続き取り組んでございます。先日、

環境政策課の方と、ちょっと私、別の会議があって行けなかったんですが、認定を

行いまして、新聞の記事にございますように、町長の方から認定書をいただいたと。

これから１年ということですね。

主な取り組みは「水を大切にしよう 「紙を大切に使おう 、それから「電気」、 」

を大切に使おう」と、子供たちのできる範囲の中で取り組んでいると、そういう内

容でございます。

委 員 長 １番、室﨑委員。

１ 番 ＩＳＯ 14001の趣旨というのは、同じ仕事をするんであれば、いかにして環境に

負荷をかけないで、要するにむだなエネルギーを使わないで行うかということをき

ちんと計画を立て検証し、そしてそれがうまくいっているかどうかということを見、

また、計画が悪ければ直すし、やっていることがうまくなければそこのところを考

えていこうということを一つ一つ記録をとりながら、みずから行い、また、それを

きちんと検証するということを、スパイラル何とかというそうですが、ねじのよう

に繰り返し繰り返し上に上がっていくというシステムなんだそうですね、簡単に言

うと。そういう趣旨を取り入れて学校の教育の中に使おうと。決して 14001をその

まま学校に適用しようということではないというふうに前に議会でもお聞きした記

憶がございます。
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この新聞でも 「学校での環境保全活動を奨励している町は」と、こういうふう、

に書いているわけですよ。そうすると、これは特別な学校の特別な授業として行う

ような種類のものではないと。これは厚岸町が北海道では一番最初に、しかも生産

施設まで入れてＩＳＯ 14001を取得したというのは日本でもほかに例がないそうで

すが、そういう町全体の行政の執行の方向性というか理念というか態度なんだと。

そういう町ならば、その町の中にある学校がそれを授業の中に取り入れない手はな

いということだろうと思うんですが、どうです、学校でやりませんかという話を教

育委員会が考えて各学校に言い出したのはいつごろなんですか。

委 員 長 環境政策課長。

環境政策 学校ＩＳＯの関係ですけれども、目的は……
課 長

（ いや、いつごろか言えばいいんだ」の声あり）「

環境政策 ２年前になります。
課 長

委 員 長 １番、室﨑委員。

１ 番 ２年前にそういう呼びかけを環境政策課が一番最初に言ったのか教育委員会が言

ったのかわからんけれども、両方で相談してやったと思うんです。非常にいいこと

だと思う。今回の新聞の記事を見ても非常に好意的ですよね、書き方も。読んだ人

たちも、いやあ、やっぱり厚岸はいいことやっているなというふうに思うと思うん

です。ところが、２年たっても１校しか出てこないというのはどういうことなんで

すか。

委 員 長 環境政策課長。

環境政策 ２年続けて真龍小学校の４年生ということで、この制度そのものは、学年あるい
課 長

は各学級単位になりますけれども、それからの申請主義ということになりますので、

現在、２年続けて真龍小学校４学年が認証取得したということでございます。

委 員 長 １番、室﨑委員。

１ 番 お隣に福祉課長が座っていらっしゃる前でそういうことを言うのは大変失礼なん

ですが、福祉関係の何とか補助金を申請するために窓口をつくっているような話と

これは違うんですよ。申請がないから、今のところ１件でございますというような

種類の話で済む問題ではないでしょう。これは、当然この制度の趣旨からいって、

あなたたちがそれを考えついたときに、あるいは教育委員会と相談してこうしよう

と決めたときに、各学校に対して、やりませんかと言っているんじゃないんですか。
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申請を受け付ける窓口つくりましたよ、やる気のある人はいらっしゃいと言ったん

ですか。それでは余りにこの制度の趣旨とは違うと思いますよ。あなたの方は申請

を受け付けるだけだと、あとは教育委員会だといってボールを投げたのであればそ

れでいいんだけれども、教育委員会はどうなんですか。

委 員 長 教育長。

教 育 長 これは、制度をつくるときに、ＩＳＯの趣旨をもっと小さいうちから植えつけた

いということで各学校におろしました。たしか厚岸中学校が１年目やったと思うん

ですが、それと真龍小学校、２校で行ったんですけれども、中学校の取り組みとし

て、私思うには、いわゆる総合的な学習の一つとして取り組んだというふうに思う

んです。その学校での取り組みの難しさは、結局、総合的な学習として考えた場合

に、年間、例えば 100時間見るとします。 100時間見る中で、環境に何時間、福祉

に何時間というふうに学校教育としてはどうしても考えていってしまうんですね。

それで、私としては、今回の真龍小学校の取り組みは、学校教育の中だけの時数

で取り組んでは、僕はできないと。日常生活の中で１年間を通じて、例えばごみの

量をはかってみるとか、電気の量は普通は、例えば管理者しかわからないけれども、

子供たちにも毎日毎日の量を見せるとか、そういうふうな活動をする中で取り組め

ていくものだろうというふうに思うんです。そういう中で、僕は、まだまだ学校教

育がどうしても授業時数の中での消化を考える中で、言ってみれば、例えば税金の

教室であるとか、いろんな社会的なものの要請があるうちの一つとしてしか受けと

めれていないのではないかと。

そういう意味で言うと、今回、真小の４年生がきたときも、ちょっと新聞記者と

も話したんですけれども、やはりこれをきっかけに、少なくとも厚岸小学校あるい

は、その学年が上がっていく中ではそれに対応する中学校についてもこういう取り

組みをしていかなければならないねということでは考えておりますし、今後、取り

組んでいる学年の子供たちが非常に一生懸命取り組んでいるのを考えると、単発の

事業で終わらせないで、生活が続けられるように、学校生活の中での生活習慣とし

てそういうものが取り組めるように何とか図っていきたいというふうに考えます。

委 員 長 １番、室﨑委員。

１ 番 教育長、よく問題点おわかりだと思いますので、余りくどくは申し上げませんが、

私が最初に学校ＩＳＯというのを聞いたときに教員室から始まると思っていたんで
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す。ところが、今日も記事を読んでもそうですし、その前にも聞いていましたけれ

ども、子供の一つの教科というか、その中の話にすぎないんですね。これは本来の

学校ＩＳＯの、環境政策課が考えている趣旨とは大分違うんじゃないかと。やはり、

教員室から始まらないと学校ＩＳＯとしての実は上げられないんじゃないかという

ふうに思いますのでね。

それからもう一つは、ゾーニングという言葉があるんだそうですよ、私もこの前

初めて知ったんですが。地域性ということだそうですね。自分がどの町に住んでど

ういうことをしているのかということを抜きにして、地球環境問題がどうしたとか、

あるいは日本という国の環境問題はこうだ、公害問題はこうだということだけでは、

やはり足元が見えていないということが言われるんだそうです。これは何も環境問

題だけじゃなくて、ほかのことでもいろいろなんですが、大変失礼な言い方なんだ

けれども、学校の先生にはこのゾーニングという部分が非常に希薄だと。

だから、いろいろな話をしているときに、びっくりするような、厚岸でもこんな

ことをやったらというときに 「厚岸町は日本でそれを一番よくやっている町です、

よ」というようなことを言って 「えっ」というような会話が出てきたりすること、

が時たま見られるんです。そういうことと、それからこの学校ＩＳＯのような事業

がなかなか学校の中に溶け込んでいけないところとには、軌を一にするものがある

んではないかという気がいたしますので、その点についてはどうかよろしく、こち

らの意のあるところをお酌み取りいただいて政策を進めていただきたいと、そのよ

うに思うんですが、いかがでしょうか。

委 員 長 教育長。

教 育 長 ご質問の委員ご存じのとおり、厚岸町は環境教育推進委員会もつくって、学校の

先生含めて学校教育、社会教育含めた中でのそういう教育を進めていきたいという

ことで行っております。特に、新たにいらっしゃる先生が、私自身も、郷土学習も

含めて地域性をまず理解していただくことから始まってほしいというふうに常々言

っております。ただ教科書を教えるだけじゃなくて、子供たちはこの厚岸町の土の

上に足をつけて生活しているんだと。その中での教育というのが郷土学習、あるい

は厚岸町で力を入れているそういうふうな環境問題等々についても十分理解しても

らって教育してほしいというふうに思いますし、今後ともそういう啓発活動に努め

ていきたいというふうに思います。
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委 員 長 よろしいですか。

１ 番 結構です。

委 員 長 ほかございませんか。

12番、谷口委員。

１２ 番 ちょっと学校運営費でお尋ねしたいんですが、現在町内の、中学校も含めてちょ

っと聞きたいんですが、不登校というか学校に行けない子供、これはどのぐらいい

るのかちょっとお尋ねをしたいと。

それから、例えば朝、食事をしないで来る子供がどのくらいいるのか、それもも

しつかんでおられたら説明をお願いしたいというふうに考えます。

それから、後の学校管理費でもいいんですけれども、今非常に学校の内外でさま

ざまな事件が発生していますよね。そういうことに関して、現在、厚岸の町内の学

校の管理体制をどのように行っているのか、説明をお願いします。

それから、学校の登下校時における、事件とは言わないまでも、例えば心配され

る事案があるのかないのかについても説明をお願いいたします。

それから、先ほどの田宮委員の質問の中の説明で腑に落ちないんですけれども、

備品の問題ですよね。これについては、先ほど説明された内容はわかるんですけれ

ども、昨年度は学校ごとの備品購入があるんですけれども、これは事務用備品とい

うふうになって各学校ごとについていますよね。ところが、これは全部なくなって

いるんですけれども、初め聞いている中では、この学校備品教材等整備の方に回っ

たのかなというふうに思ったんですけれども、それが今年度は全部ないんですよね。

そして、昨年は学校の備品教材整備で施設用備品購入というのが 187万が 147万

9,000 円になっているということなんですけれども、昨年は各学校ごとに５万ぐら

いずつずっとついているんですね、事務用備品費。これはどこにお隠れになってし

まったのか、説明をしていただきたいというふうに思います。

休憩します。 休憩時刻１６時４８分委 員 長

委 員 長 再開します。 再開時刻１６時５５分

教育委員会指導室長。

教 委 それでは私の方から、小・中学生の朝食の状況、それから不登校の状況、２つお
指導室長

知らせしたいと思います。大変申しわけないんですけれども、子供たちの朝食、ど
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れだけとっているかというデータにつきましては、私の手元に町の研究所のアンケ

ート、平成13年９月実施したものでございます。これによりますと、それぞれ町研

では学年男女別に調べておるんですけれども、朝食べないときの方が多いよ、半分

以上は食べないよという子が、小学校の６年生につきましては 5.4％、中学校の３

年生につきましては14.1％という数字になってございます。それから２年ほどたっ

ておりますので若干の変動はあるかなと思うんですけれども、そう大きな変化では

ないかと思います。

なお、それぞれの学年でとっておりますけれども、今言いました小学生の13年９

月の実施の中では、どういうわけか５年生が特に14.7％、食事とらないときの方が

多いと答えています。この学年の子たちが飛び抜けて高いなと、学年の差が非常に

多いなという気がします。

それから、中学生につきましては、先ほど３年生14.1％と言いましたけれども、

１、２年生につきましては16％前後ということで、大体15％ぐらいで中学生はどこ

の学年も同じかなと、そんな気がしております。

それからもう一つ、行ったり来たりして申しわけありませんが、小学生の１年生

でも 4.9％、およそ５％の子が半分以上食べないときがあるというふうに答えてお

りますので、もう小学校に入った段階から朝食を食べないという子が５％程度いる

というふうに判断できるかなというふうに思います。ちょっとデータが古くて大変

申しわけありません。

続きまして、不登校の状況でございますけれども、15年度、これから私のところ

に正式に報告をもらうことになっておりますが、現在、小学校の方からの不登校は

正式には聞いておりませんけれども、今の欠席状況を見ますと、不登校と考えざる

を得ないなという子が１名ございます。それから中学生につきましては現在７名、

30日以上ということで７名の不登校を抱えてございます。

これは、15年度のデータが全国はもちろん釧路管内もまだ出ておりませんので、

14年度の状況をちょっとパーセントで管内と比較してみます。14年度も小学生は同

じく１名でした。それから中学生も同じく７名ということで、14年、15年同じ数字

に本町はなっております。14年のデータなんですけれども、釧路管内でいきますと、

小学校が在籍に対して0.22％の不登校の出現率になっておりますが、本町は在籍で

割りますと0.13％という数字になるかと思います。それから、中学生につきまして
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は同じく14年度ですが、釧路管内は1.99％、およそ２％ということになります。本

町の中学生は1.49％ということでございまして、釧路管内よりは若干下がっており

ますが、ただ、数字はこういうことでございまして、ちょっと学校に偏りのある不

登校ということもありますので、かなり深刻な問題だなということで指導室でも考

えてございます。

以上です。

委 員 長 管理課長。

教 委 ご質問ありました学校の安全対策の関係でありますけれども、これにつきまして
管理課長

は、ご質問者もご案内のように、平成13年の例の池田小の事件、それから昨年の12

月の宇治市の小学校の児童傷害事件ということがありまして、学校の方でも危機管

理の再検討をするようにというようなことでございます。安全管理体制の徹底とい

うことで、私どもも地元の高校で新聞報道にある事件がございました後、校長会の

役員とも、学校の安全管理、児童・生徒の安全確保について協議をしております。

１つには、学校に出入りする方々のチェックといいますか、確認であります。１

つに、業者の出入りが結構ございますから、その際の確認といいますか、特定をす

るためにあらかじめ業者が何時、だれだれが学校を来訪するというようなことの連

絡と、それから業者には学校で用意している名札、プレートの着用をしてもらうと

いうようなことでそれらの対応を図ったところであります。

それから、出入りの際の確認でありますけれども、これについては、職員室が出

入り口とちょっと離れたところがございますので、職員室から確認がなかなか難し

いということもございまして、これにつきましては校長会の方からの要望もござい

ましたし、私どもの方も学校のそういった実態もございますので、16年度におきま

して、小学校が３校、それから中学校２校にカメラつきインターホンの設置の予算

を現在盛り込んだところでございます。さらには、小学生を対象にしました防犯教

室につきましても、これまで２校において開催をしております。今後とも危機管理

意識の高揚に努めてまいりたいと、このように考えているところでございます。

それから、先ほどの学校配当から備品を学校管理費の方に回したということにつ

いてのご質問でございますけれども、大変説明が不十分で申しわけございません。

これにつきましては、学校備品教材費等整備事業の学校施設用備品購入におきまし

て、昨年度につきましては 187万の当初予算の計上でございました。小学校費でご
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ざいます。 187万に相当する部分の16年度の予算につきましては29万 7,000円でご

ざいます。したがいまして、この差額といいますか、減額については 157万 3,000

円というふうになります。

一方、学校配当からこの科目に移した分につきましては、昨年度の小学校の配当

の備品は、小学校全校合わせまして 120万 6,000円でございました。これの２％カ

ットということで 118万 2,000円をこちらの方に予算計上させていただきまして、

先ほどの29万 7,000円と合わせますと 147万 9,000円の予算計上になる、こういう

内容でございます。

委 員 長 12番、谷口委員。

１２ 番 学校備品については、今日どのくらいやるのか知りませんけれども、明日、中学

校の方で詳しく聞きたいので、どっちからどっちへどう動いたのか、わかりやすい

資料を小学校、中学校あわせて資料として提出をお願いしたいというふうに思いま

す。そっちは今日、議論しません。

朝食抜きの子供たちがふえてきているということなんですけれども、小学生でも

14％も超えている、15％近い子供たちが、学級だとかいろんなあれによって違うん

でしょうけれども、朝食抜きになってきている。そのアンケートを実施されている

んですけれども、何のためにアンケートしたのか。それから、こういう結果が出て

どういうふうにその後対応したのかとか、そういうことというのはやる必要がない

ものだったのかどうなのかと。

例えば、そこの家はたまたま朝抜きがある意味では当たり前というか、一家すべ

てがそういうサイクルの生活をしているんだと言えば、ある意味では２食の生活で

いいと思うんですけれども、本来３食をきちんと まあ２食でいいといったらち

ょっとまた誤解を与えても困るんですけれども、そういう生活スタイルの家と、そ

れから本当であればきちんと朝、朝食をとらせて登校させなければならないのに、

何らかの原因で子供に朝食をとらせないまま登校してくる子供がいるのではないか

というふうに私も推察するんですよね。

そういう子が、例えば朝食をとらないだけではなくて、いろんな点できちんとな

っているのかどうなのか。それが何かでいじめだの対象だとかそういうことになる

ようなことはないのかとか、そういうきちんとした生活ができないことによる障害

はないのかとか、いろんなことが考えられるんですけれども、そこをこういうアン



- 398 -

ケートをやった結果から、心配なことというか、そういうものをきちんと分析をし

ていくことが必要ではないのかなと。小学生と中学生では、特に中学生になればま

た別な面も出てくるんでしょうけれども、そういうあたりをきちんと押さえていく

必要があるんでないかなというふうに思うんです。子供は本当はしたくてもできな

いとかね。

それから、中学生になれば当然、朝寝坊だとかいろんなのも出てきますから、そ

ういうのも原因としてはあるのかなというふうに思うんですけれども、そういうこ

とをきちんと生かしていくということが大事ではないのかなというふうに思うんで

すが、その後の取り組みがあったのかなかったのか。それから、今後こういうこと

から何かをやろうとしているのかどうなのか、お尋ねをしたいというふうに考えま

す。

それから、不登校の問題なんですけれども、町内で小・中合わせて８名、２カ年

連続で８名がいるという状況なんですが、結果的に不登校の原因はどういうふうに

押さえているのか。原因を押さえられる部分があるのか、全然押さえられない、そ

ういうのもあるのか、その辺について説明をお願いしたい。

それから、管理体制の問題ですけれども、潮見高校でああいう事件があったとい

うことなんですけれども、学校というのは、ある程度開放されているのがある意味

では当たり前かなというふうに私なんかは思っているんですね。あちらの扉をしな

ければならない、こちらを施錠しなければならない、そういう締め切られた環境と

いうのが本当にいいのかなというふうに思うんですけれども、やはり子共の安全と

いうものが非常に大事ですから、その対応をやはりきちんとしていかなきゃならな

いというふうに考えるんです。

そういう点で、今、出入りの確認だとか、何か業者にまで名札をつけてもらうと

いうふうになっているみたいですけれども、こういうものがやられていく中で、そ

れがスムーズな形でやられていけばいいんですけれども、非常にたどたどしいとい

うか、教育的にも余りよくないというか、そういうのであってもまずいような気が

しますし、学校が本当に身近なものに感じられるような中での安全体制をきちんと

確立をしていかなきゃならないというふうに思うんですね。

それと、やはり学校というのは非常に広い敷地の中にいろんな構造を持ってつく

られている施設であるということになると、ちょっとしたうっかりがすきになると
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いうことも当然考えられますよね。そういう点では、インターホンに若干手を加え

ただけで済むかなという気もするんですけれども、その辺ではもう少し防犯体制を

強化していくということも大事ではないのかなというふうに考えるんですが、どう

なのか。

それから、先ほどお答えになっていないんですけれども、登下校時に不審な人に

会っただとか、そういう報告だとか事案だとかいうのはないんでしょうか、事件に

なったならないは別にいたしまして。その辺についても説明をお願いしたいという

ふうに考えます。

委 員 長 教育委員会指導室長。

教 委 それでは、私の方から朝食の件と不登校の件についてお答えしたいと思います。
指導室長

先ほどお話ししました13年９月の町研のアンケートでございますけれども、委員

おっしゃるとおりに、なぜ食べないんだろうというのを分析した結果がここにござ

います。小・中ともに共通しているのが「食べる時間がない」と「朝寝坊で食べた

くないから」というのが突出した数字でございます。まれに中学生になりますと、

「ダイエットのため」というのは数人ございますけれども、ほとんどそういうこと

でございます。

町研の方でもこの結果を考察しておりまして、小・中学生とも、児童の生活習慣

に起因することが非常に多いと。いわゆる基本的な生活習慣、何時にきちっと起き

て、朝食をとれる時間にちゃんと起きるとか、そういう生活習慣がきちっとしてい

ないんじゃないかということと、もう一つは、ちょっと数字はあれなんですが、こ

の中で朝食が用意されていない家庭が、ちょっと数字は大分昔ですが、約20軒ほど

あります。いわゆる用意してもらえなかったという小学生ですね。そういうことも

考察で書いてございました。

その中で、２年前、13年度の対応としましては、まず、養護教諭における朝食抜

きの子供たちの指導を強化すること。それから、学級活動の中に健康・安全・保健

指導という時間がございますけれども、その充実を図りましょうということ。それ

から、父母懇談会における情報の提供、啓発、今こういう状況ですよというのを、

この３つ確認されて対応していきましょうということが、13年９月の町研のアンケ

ートでございました。

次年度もそうですけれども、教育行政施行方針の中にも、センターの栄養士を学
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校に派遣して食に関する指導を充実しましょうということで、各学校にもお願いし

ているところでございまして、特に食については、私たちの体に非常に大きな影響

を及ぼすというようなことで、この辺の充実を図っていきたいなと思いますし、指

導室の方でも子供たちの健康の面を重視しておりますので、ちょっと私の方からも、

朝食だけじゃなくて健康面のアンケートをとらせていだきまして、この13年９月と

の比較とか、今現状どうなのかなというのを把握して、各学校に指導をお願いしよ

うかなというふうに今考えてございますので、ご理解いただきたいと思います。

それから、不登校の件でございます。これは、基本的な生活習慣という意味では、

朝食も関係してくる面もあるかなと思いますけれども、先ほどご説明しました小学

生１名、中学生７名ですが、１名ずつお話ししますとちょっと特定個人情報にもな

ってきますので、雑駁な数字で申し上げますと、怠学傾向と不適応が大体半々でご

ざいます。中に、いわゆる心理的というか、引きこもりに値するなということでス

クールカウンセラーの先生が入っていただいている子供さんも１人ございます。

昨年と違うのは、数字は同じでございますけれども、完全に学校に１日も登校で

きないという子は、昨年から比較するとぐっと減っております。30日以上というこ

とでカウントさせていただいておりますので、それぞれ修学旅行に行けた、あるい

は行事のときにも来れるよとか、社長出勤と言ったら変ですけれどお昼ごろ学校に

顔を出すよとか、そういうふうに学校に顔を出せるようになったという、少し進歩

したな、学校の取り組みも頑張っていただいているなという傾向にございます。

それからもう一つ、私が常々考えていることですけれども、小学生の数は少ない

んですが、今、私たちは教育したよということで小学校から中学校あるいは高校に

上げますけれども、子供たちに本当にその力がついたのかな。例えば、６年生の先

生が「私が担任だったときにはなかったのに」と、そういう例があるとしますね。

でも、それは先生の頑張りだけで不登校を未然に防いだだけであって、その子が本

当にしっかり力がついたかな、あるいは周りの子たちが困っている子を受け入れて

いかなきゃいけないよという思いやりですね、そういう子供たちをきちっと教育し

て身につけて中学校に行っているか、あるいは高校に行っているかと考えたときに、

ちょっと不安を感じるときがございます。親御さんも含めて「私たちは教育したん

だよ」ではなくて、子供たちに本当にその力が身についたかという観点を私たちは

これから考えていかなければいけないということで、今年は小・中の連携を強化し
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て、一貫した生徒指導、不登校対策をしていこうということで校長会でもお話をさ

せていただいたところでございます。

以上です。

委 員 長 教育長。

教 育 長 私の方からは不審者の件についてでございますけれども、児童・生徒指導連絡協

議会というのがございまして、そちらの方の事務局からも連絡が入ってくるように

なっております。昨年の暮れあたりからですけれども、７件程度入ってきておりま

して、内容についてはいろいろなんですが、いわゆる道路でいろんな言葉をかけら

れるというような内容です。その点については警察の方にも通報したり、それぞれ

保健福祉課、各小・中学校にも連絡等をとっているということです。

先ほども委員の方からあったんですけれども、町民が子供たちを育てていくとい

う上で、僕たちは声をかけようというふうな運動をやってきているわけです。その

中で、一つ間違うと、声をかけたら不審者と思われるみたいな子供を育てるのも、

僕はいかがなものかなというふうに思うんです。ですから、逆に言うと、そういう

名札等をきちっとルールを決めて入ることによって、逆にきちっとして入っている

人には子供たちもきちっとあいさつしようというふうな形で対応しないと、大人を

見たら不審者と思えみたいな格好になったんでは、非常に子供たちと地域の大人の

人たちとの間もぎくしゃくしますし、そこら辺の部分というのは注意しなければな

らないなというふうに思います。

というのは、不審情報の中にも、いや、本当に不審者なのかなというようなのも

あります。というのは、例えば小学校６年の男子がコンビニのそばでにらまれたと

いうんですね、にらみつけられたと。だけれど、にらみつけるという行為は受ける

側の印象ですよね。ですから、その人は何も言っていないんですよね。ですから、

その行為が本当に不審者だったのか。全く違うことですごくその人が腹を立ててい

て、その子供とは関係なしにして怒っていたのかもしれないですよね。ですから、

こういうのを考えると、余り行き過ぎて、道を歩いている人に、例えば僕が「おは

よう」と声をかけたときに 「道を歩いていたら変なおじさんが声をかけてきた」、

というふうなことにはならないような、これも一つは大切なことかなというふうに

思うんです。

ですから、そういう意味で言うと、学校の安全管理というのは、先ほどおっしゃ
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られたように、開く中で、地域の人たちがどんどん学校に来てくれる中で、その地

域の人たちも生徒を見る。その中でなおかつ、ふだん入ってこない人が来れば、か

えってよくわかるというふうな状況をつくっていかなければならないというふうに

思います。ですから、かぎ一辺倒で学校の管理ができるものではないというふうに

考えますので、この点についても、地域ともども子供たちの安全を守っていく。今、

それこそお店屋さんですとか床屋さんですとか、郵便局とかもそうですけれども、

何かあったときにはすぐ駆け込んできてくださいねという連携もしておりますけれ

ども、もっと進んでそういう地域との連携というのも考えていきたいなというふう

に思っています。

委 員 長 12番。

１２ 番 大体内容はわかったんですけれども、生活習慣というかこういうことに対しては、

やはり20軒も、朝御飯食べたくても食べて学校に来れない子供がいるというのは、

ある意味では大変なことだなというふうに私は思うんですよね。これは何ぼ子供に

指導してもだめなことですよね。ですから、それは、機会をとらえて父母の方々に

理解をしていただいて、そういう体制をとっていただくということになっていかな

ければならないというふうに思うんですよ。そういう点では、今、指導室長が新年

度へ向けての抱負を語られておりましたけれども、ぜひそういうことをやっていた

だきたいなというふうに思うんですよ。

それと、不登校の問題は、そのときそのときで随分内容も変わってきているんで

はないのかなというふうに思うんですけれども、これも学校任せだけでもだめだし、

やはり学校と先生の信頼関係がなくなったときに、父母の方々、子供たちがどうす

ればいいのかということがありますよね。

そういうことに対して、やはりそれを受けとめて親身になれる、そういう場がな

ければならないというふうに思うんです。そうでないと、結果的に父母の方々、子

供が真剣に解決をしようとしても、それに学校が対応してくれなかったとか、それ

を受けとめてくれる場がないということになると、やはり困ると思うんですよね。

ですから、そういう対応が、やはり２弾、３弾、４弾というふうに、ここでだめで

もここがありますよ、ここでだめだったらそこがありますよというようにしてやら

ないと、どこかでもう色眼鏡になってしまって、あの子はこうなんだと、あそこの

うちはこうなんだというふうに見てしまわないということが大事ではないのかなと
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いうふうに思うんですけれども、そういう対策ではどういうふうになっているか、

もう一度お尋ねをいたします。

最後に、小学校３校と中学校２校のカメラつきインターホンを設置する学校はど

こなんでしょうか、それぞれ。

委 員 長 教育委員会指導室長。

教 委 まず、生活習慣の関係でございますけれども、委員おっしゃるとおりに、子供た
指導室長

ちには罪のない理由も結構あるかと思います。そういう意味では、保護者の方への

指導といったらちょっとあれなんですけれども、子どもさんも含めまして、非常に

基本的な生活習慣、これは食だけじゃなくて健康・安全すべて含めまして、非常に

大事なんだよということで指導の充実を図っていきたいなというふうに考えており

ますので、ご理解願いたいというふうに思います。

それから、不登校につきましては、私のところにも実は不登校を抱えているお母

さん、本人には私は会えなかったんですけれども、わざわざ委員会の方においでい

ただいて教育相談をさせていただきました。これは、私の相談の結果がよくなった

ということじゃなくて、委員おっしゃるように、私が入ったことで学校と連携がと

れたということで効果があったなと考えております。そういう意味では、指導室は

もちろんのこと、学校カウンセラー、それから心の教育相談員、学校ときちっと連

携がとれているかなと言われると、やはりちょっと自信がないときがあります。次

年度は、そういうスクールカウンセラー、学校あるいは指導室等々連携をとって、

その子に合った指導ができるように力を入れていきたいなというふうに考えており

ます。よろしくお願いします。

委 員 長 教育委員会管理課長。

教 委 学校の安全管理対策の一つでありますカメラつきインターホンの設置の学校であ
管理課長

りますけれども、小学校につきましては、真龍小、太田小、上尾幌小の３校、中学

校におきましては、厚岸中学校と太田中学校の合わせて５校でございます。

委 員 長 12番さん、いいですか。

１２ 番 はい。

委 員 長 では、ほか、この項で先ほどの保留になった学校備品費等に関する部分は中学校

費で答弁してもらうということにしまして、ほかはございませんか。

（ 資料の請求をしたいんです」の声あり）「
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委 員 長 はい。

９ 番 小学校９校、中学校７校の児童・生徒数を学校別に出していただきたい。明日の

朝まででいいです。

委 員 長 いいですか、教育委員会。

（ はい」の声あり）「

委 員 長 本日は、この程度……

（発言する者あり）

委 員 長 １番さん。

１ 番 293ページ、２項４目学校建設費ということろに真龍小学校の改築事業が出てき

ているんですけれども、このアウトラインだけで、概括的なものでいいですから、

どんな学校をつくるんだということは非常に町民の間でも興味があるところなので、

そういうものがわかる何か資料がありましたら出しておいていただければありがた

いです。

委 員 長 教育委員会、いいですか。この２点について、それと宿題が１点、中学校費の学

校備品等でやる。

（ 資料」の声あり）「

委 員 長 ４番、何かありますか。

４ 番 松岡委員と同じ内容なんですけれども、松岡さんは児童・生徒と言っていました

けれども、将来に向かって、やはりこの教育振興の中で学校の再編成ということも

ちょっとお聞きしたい。そういうことで、ゼロ歳児から学校へ上がるまでの子供の

数、地域別にちょっと出しておいていただきたいんですが。

委 員 長 いいですか。ゼロ歳児というか、出生数というか、保育所あたりから始まるんで

すけれども……

（ 学校別ですか」の声あり）「

委 員 長 学校別というか、地域別ということで……。

（発言する者あり）

委 員 長 そのほかございませんね。

（な し）

委 員 長 なければ、本日はこの程度にとどめ延会したいと思います。

それでは終了します。ご苦労さまです。５時29分延会いたします。
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明日は２目の学校管理費、 289ページから。

閉会時刻１７時２９分

以上のように会議の次第を記載し、ここに署名する。

平成１６年３月２３日

平成16年度各会計予算審査特別委員会

委員長
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